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1．緒言 

 

日本原子力研究開発機構大洗原子力工学研究所（以下「大洗研究所」という。）における環境放

射線モニタリングは、操業前の気象観測、海洋海流調査、バックグラウンド放射線（能）調査 1)- 4)

等を経て、材料試験炉「JMTR」の稼働を端緒 5)に 1968 年から今日に至るまで継続して行われてき

た。大洗研究所における環境放射線モニタリングの目的は、一義的には所掌する原子力施設から

放出される放射性物質の早期検出、周辺住民等の線量評価及び放射性物質の蓄積状況を把握する

ことにあるが、1950 年代から 60 年代にかけて活発化した大気圏内核実験や 1986 年のチョルノー

ビリ原子力発電所事故に伴い世界規模で環境放出された人工放射性核種の影響も検出してき

た 6)7)。また、2011 年 3月 11 日の東北地方太平洋沖地震を発端とした東京電力福島第一原子力発

電所（以下「福島第一原発」という。）事故による人工放射性核種の環境放出に伴い、福島第一原

発から南西 130km にある大洗研究所においてもこれまでに経験のないモニタリングポストの空気

吸収線量率の上昇や環境試料中から Iや Cs等の人工放射性核種の検出があった。大洗研究所及び

その周辺の福島第一原発事故に係る環境放射線モニタリングに関する既往報告として、事故直後

から約 3 カ月間におけるモニタリングポストによる空気吸収線量率及び大気中濃度の結果をまと

めた特別調査報告 8)、2017 年度までのモニタリングポストによる空気吸収線量率、降下物、表土、

ヒラメ及び海底土のうち代表的なモニタリング結果を、東海地区の結果とともにまとめた報告 9)

がある。 

本報では大洗研究所における福島第一原発事故後の2011年 3月から2021年 3月までの約10年

間の環境放射線モニタリング結果について考察した。また、大規模原子力事故後の 10年に及ぶ定

点観測による環境放射線モニタリングデータの知見は、環境回復の状況把握や類似の原子力事故

後の環境予測の参考となるため、その将来的な利活用を考慮し数値データを付録に収録した。こ

のほか、参考資料として、環境放射線モニタリングの実測結果に基づく環境移行パラメータとし

て、沈着速度、再浮遊係数、濃縮係数及び分配係数を計算した。 
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2．東京電力福島第一原子力発電所事故による環境放出の概要 

 

東京電力福島第一原子力発電所事故による大気及び海洋環境への主要核種である 131I 及び

137Cs の放出量等は UNSCEAR 報告 10)11)によると次のとおりである。 

放射性物質の大気放出は、2011 年 3 月 12 日から始まり、その後は 3 月 14 日から 16 日、20 日

から 23 日の放出が我が国の陸域の放射線（能）レベルを決定づける大気放出とされている。そ

の後の放出率は徐々に低下し、2011 年 4 月初めの放出率は事故初期の放出率の 1000 分の 1 以下

となった。131I の総放出量の推定値は約 100 から 500PBq、137Cs は 6 から 20PBq の範囲にあり、

福島第一原発からの推定総放出量の平均値はチョルノービリ原子力発電所事故と比較して、131I

で約 10%及び 137Cs で約 20%とされている。大洗研究所周辺の陸域の放射線（能）レベルを決定づ

けたのは、その風向から 3 月 14 日から 16 日、20 日及び 23 日の放出に起因しており、この 2期

間に大洗研究所のモニタリングポスト測定値が実際に上昇している 8)。 

放射性物質の海洋放出は、福島第一原発サイトから直接放出される経路、大気中に放出された

放射性核種が海上に沈着する経路に大別される。直接経路による131Iの放出量は、2011年3月から

4月に9から13PBq、137Csの放出量は2011年3月から5月に3から6PBq、2011年6月から2012年2月に

40TBq、2012年2月から2015年10月に19TBq、2015年10月以降は0.5TBq/年と推定されている。大気

からの沈着による海洋流入は、2011年3月から4月に131Iで57から100PBq、137Csで5から11PBqと推

定されている。このほかの経路として、河川及び浜辺下の地下水からの海洋環境への流入があり、

137Csの推定量はそれぞれ5から10TBq/年及び0.6TBq/年である。 
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3．モニタリングの方法 

 

大洗研究所の環境放射線モニタリング項目を表 1に示す。また、モニタリングポスト及び積算

線量計による空気吸収線量（率）の測定地点及び環境試料採取地点をそれぞれ図 1及び図 2に示

す。大洗研究所の環境放射線モニタリングは那珂川の陸水を除き施設から 5km 圏内で実施して

いる。各項目の測定あるいは分析方法については放射能測定法シリーズ 12)に準拠することを基

本とした。測定・分析方法の概要については次節のとおりである。 

2．東京電力福島第一原子力発電所事故による環境放出の概要 

 

東京電力福島第一原子力発電所事故による大気及び海洋環境への主要核種である 131I 及び

137Cs の放出量等は UNSCEAR 報告 10)11)によると次のとおりである。 

放射性物質の大気放出は、2011 年 3 月 12 日から始まり、その後は 3 月 14 日から 16 日、20 日

から 23 日の放出が我が国の陸域の放射線（能）レベルを決定づける大気放出とされている。そ

の後の放出率は徐々に低下し、2011 年 4 月初めの放出率は事故初期の放出率の 1000 分の 1 以下

となった。131I の総放出量の推定値は約 100 から 500PBq、137Cs は 6 から 20PBq の範囲にあり、

福島第一原発からの推定総放出量の平均値はチョルノービリ原子力発電所事故と比較して、131I

で約 10%及び 137Cs で約 20%とされている。大洗研究所周辺の陸域の放射線（能）レベルを決定づ

けたのは、その風向から 3 月 14 日から 16 日、20 日及び 23 日の放出に起因しており、この 2期

間に大洗研究所のモニタリングポスト測定値が実際に上昇している 8)。 

放射性物質の海洋放出は、福島第一原発サイトから直接放出される経路、大気中に放出された

放射性核種が海上に沈着する経路に大別される。直接経路による131Iの放出量は、2011年3月から

4月に9から13PBq、137Csの放出量は2011年3月から5月に3から6PBq、2011年6月から2012年2月に

40TBq、2012年2月から2015年10月に19TBq、2015年10月以降は0.5TBq/年と推定されている。大気

からの沈着による海洋流入は、2011年3月から4月に131Iで57から100PBq、137Csで5から11PBqと推

定されている。このほかの経路として、河川及び浜辺下の地下水からの海洋環境への流入があり、

137Csの推定量はそれぞれ5から10TBq/年及び0.6TBq/年である。 
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表 1 環境放射線モニタリング項目 

項目 測定対象 測定数 頻度 

 

空気吸収線量(率) 

 

線量率（モニタリングポスト） γ線 14 連続測定 

積算線量（TLD） γ線  32※1 
4 回/年度 

（3 カ月毎に素子交換）

大気中濃度 大気塵埃 γ線核種 3 
1 回/月 

（連続採取） 

環境試料中濃度 

降下物 γ線核種 1 1 回/月 

土壌 γ線核種  5※2 2 回/年 

排水溝土砂 γ線核種 1 4 回/年 

陸水 γ線核種,3H 
 3※3 4 回/年 

 1※4 2 回/年 

農作物
葉菜（ほうれん草，白菜） γ線核種（131I 含む）,90Sr 1 2 回/年 

精米 γ線核種,90Sr 1 1 回/年 

原乳 
γ線核種（131I 含む） 

1 
4 回/年 

90Sr 2 回/年 

海水 

γ線核種 4  2 回/年※6 

3H  2※5 4 回/年 

90Sr  2※5 2 回/年 

海底土 

γ線核種 4  2 回/年※6 

90Sr  3※7 
2 回/年 

239,240Pu※9  2※8 

海産物

魚類 

（ヒラメ，シラス） 
γ線核種,90Sr 1 

2 回/年 

（上期、下期） 

貝類 

（ハマグリ，ウバガイ） 
γ線核種,90Sr 1 

海藻類 

（アラメ，ヒジキ） 
γ線核種（131I 含む）,90Sr 1 

※1 ⑮,⑱,㉑,㉜はそれぞれ 2021 年 4 月、2014 年 4 月、2018 年 1 月及び 2016 年 4 月から廃止 

※2 南グラウンドは 2021 年度から廃止 

※3 涸沼、北松川水道水、大洗町浄水場 

※4 那珂川（2013 年度から測定を開始） 

※5 L 海域及び M 海域において測定 

※6 2021 年度までは 4回/年の測定頻度 

※7 L 海域、M海域及び S-5 において測定 

※8 2021 年度から廃止 

※9 S-3 及び S-5 において測定 
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図 1 モニタリングポスト及び積算線量計の測定地点 

（地理院タイルを加工して作成） 

表 1 環境放射線モニタリング項目 

項目 測定対象 測定数 頻度 

 

空気吸収線量(率) 

 

線量率（モニタリングポスト） γ線 14 連続測定 

積算線量（TLD） γ線  32※1 
4 回/年度 

（3 カ月毎に素子交換）

大気中濃度 大気塵埃 γ線核種 3 
1 回/月 

（連続採取） 

環境試料中濃度 

降下物 γ線核種 1 1 回/月 

土壌 γ線核種  5※2 2 回/年 

排水溝土砂 γ線核種 1 4 回/年 

陸水 γ線核種,3H 
 3※3 4 回/年 

 1※4 2 回/年 

農作物
葉菜（ほうれん草，白菜） γ線核種（131I 含む）,90Sr 1 2 回/年 

精米 γ線核種,90Sr 1 1 回/年 

原乳 
γ線核種（131I 含む） 

1 
4 回/年 

90Sr 2 回/年 

海水 

γ線核種 4  2 回/年※6 

3H  2※5 4 回/年 

90Sr  2※5 2 回/年 

海底土 

γ線核種 4  2 回/年※6 

90Sr  3※7 
2 回/年 

239,240Pu※9  2※8 

海産物

魚類 

（ヒラメ，シラス） 
γ線核種,90Sr 1 

2 回/年 

（上期、下期） 

貝類 

（ハマグリ，ウバガイ） 
γ線核種,90Sr 1 

海藻類 

（アラメ，ヒジキ） 
γ線核種（131I 含む）,90Sr 1 

※1 ⑮,⑱,㉑,㉜はそれぞれ 2021 年 4 月、2014 年 4 月、2018 年 1 月及び 2016 年 4 月から廃止 

※2 南グラウンドは 2021 年度から廃止 

※3 涸沼、北松川水道水、大洗町浄水場 

※4 那珂川（2013 年度から測定を開始） 

※5 L 海域及び M 海域において測定 

※6 2021 年度までは 4回/年の測定頻度 

※7 L 海域、M海域及び S-5 において測定 

※8 2021 年度から廃止 

※9 S-3 及び S-5 において測定 
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図 2 環境試料採取地点 

（地理院タイルを加工して作成） 
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3.1 空気吸収線量(率) 

3.1.1 線量率（モニタリングポスト） 

空気吸収線量率は、図 1 に示す大洗研究所の敷地境界及び中央付近に設置している 14 局の

モニタリングポストの 2"φ×2"の NaI（Tl）シンチレーション式検出器により連続的に測定し

た。検出器の実効中心は地表から約 3.4m の位置である。空気吸収線量率について、MP1 から

MP8 は G(E)関数方式により、MP11 から MP16 は DBM(Discrimination Bias Modulation)方式に

より演算・算出している。本報告では中長期的な変動を概観するため、モニタリングポストの

1分毎の測定値から月平均値を算出して結果を整理した。 

 

3.1.2 積算線量（TLD） 

積算線量は、図 1に示す大洗研究所内外の 32 箇所（①から㉜地点）に設置された地上高 1mの

巣箱型モニタリング箱内に、熱ルミネッセンス線量計（以下「TLD」という。）素子を約 3カ月間

設置することにより測定した。1 地点あたりの TLD 素子は 6 個である。TLD 素子の回収後、TLD

リーダにより線量の読取りを行い、予め校正場で標準照射を行った TLD 素子から求めた校正定

数を乗じた。また、鉛遮へい箱内に同期間設置した素子から算出した BG を差し引いた。上記に

より求めた 6素子の空気吸収線量の平均値を当該地点の当該期間における空気吸収線量とした。

ただし、Grubbs の棄却検定により異常値と判定された素子がある場合は除外した。本報告では、

評価日数を同一とするため、91 日あたりの空気吸収線量に規格化した。 

 

3.2 大気中濃度 

3.2.1 大気塵埃 

図 2に示す大洗研究所の 3箇所(MP2,MP6 及び MS3)に設置したダストサンプラに装着したダス

トフィルタ（Advantec 社製 MP2,6：HE-40TA, MS3：HE-40T）により大気塵埃を捕集した。屋外

空気の吸引ポンプの流量率は、MP2 及び MP6 は事故初期の 2011 年 7 月までダストフィルタ及び

チャコールフィルタを装着しており約 60 から 70L/min、8 月以降はダストフィルタのみ装着し

ており約 100 から 120L/min である。MS3 は定常的にダストフィルタ及びチャコールフィルタを

装着しており流量率は約60から70L/minである。ダストフィルタは1週間程度で新品に交換し、

1カ月分のダストフィルタをまとめて Ge 半導体検出器（Canberra 社製，GX3519，相対効率 35%，

Ortec 社製，GEM-50195-S，相対効率 53 %，Ortec 社製，GEM40-76-HJ-S，相対効率 40%）により、

80,000 秒測定した。濃度解析のソフトウェアとして、ガンマエクスプローラ（Canberra 社製）

又はガンマスタジオ（Seiko EG＆G社製）を用いた。濃度解析に使用したγ線エネルギーを表 2

に示す。また、解析にあたっては、相対効率から P/T（Peak to Total）比を求める方法により、

134Cs のサム効果を補正している。 濃度解析に使用したγ線エネルギー及びサム効果の補正方法

については、以降の降下物や環境試料でも同様である。減衰補正については、ソフトウェア上で、

「試料採取中」、「試料保存中」、「試料測定中」を選択して減衰補正し 13)、採取期間中の大気中物

質の平均濃度を評価した。ただし、MP2 では 2011 年 3 月から 2011 年 6 月、MP6 では 2011 年 3月

から 2011 年 7 月、MS3 では 2011 年 3 月から 2011 年 5 月までの期間については、採取月の中間

日を基準として減衰補正をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 環境試料採取地点 
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3.3 環境試料中濃度 

3.3.1 降下物 

図 2 に示す大洗研究所の安全管理棟屋上に設置したステンレス鋼製の大型水盤（受水面積

5,000cm2）に水を張り降下物を採取した。採取期間は 1 カ月である。採取後は 2011 年 3 月分を

除き全量を蒸発乾固し測定試料とした。2011 年 3 月分の降下物は汚染防止の観点から蒸発乾固

は行わず、降下物の試料を十分に混合した後、マリネリ容器(容量:2L)に分取し測定試料とした。

また、2011 年 3 月から 6月分は 131I 測定を実施することとし、2011 年 3 月分の降下物と同様、

一定量を分取し測定試料とした。測定試料を Ge 半導体検出器により 80,000 秒（2011 年 3 月は

74000 秒）測定した。2011 年 3月分の降下物及び 131I の測定は月間の降下量(Bq/m2）を算出する

ため、分取量で補正した。減衰補正は、2011 年 3月の測定結果は採取日時の中間日を基準とし、

2011 年 4月以降はソフトウェア上で「試料採取中」を選択し補正した 13)。 

 
3.3.2 土壌 

図 2に示す大洗研究所内外の 5地点で正方形の金枠（1辺 10cm，厚さ 5cm）を用いて 5cm 以浅

の土壌を採取した。採取地点は植生及びリターの少ない箇所を選定している。各地点のサンプリ

ングによる濃度のバラつきを少なくするため 1 地点あたり 3 箇所採取し、同じポリエチレン袋

に入れ持ち帰った。その後、小石等の異物を取り除き、放射性物質が均質となるよう十分撹拌し、

熱風乾燥器(110℃)により乾燥した。乾燥後、1mm メッシュのふるいにかけた土壌を測定容器に

充填した。測定試料（供試量：乾土約 300g）を Ge 半導体検出器により 80,000 秒測定した。減

衰補正は、採取日時を基準とし補正した。また、2014 年度以降は自己吸収を補正している。評

価は過去データとの連続性を考慮し「Bq/m2」ではなく「Bq/kg 乾」とした。 

 

3.3.3 排水溝土砂 

排水溝土砂は大洗研究所の一般排水を海洋放出するための排水溝の出口付近の監視を目的に

採取している。図 2に示す大洗研究所外の 1地点で土壌と同様の方法で排水溝土砂を採取した。

放射性物質が均質となるよう十分撹拌し、熱風乾燥器(110℃)により乾燥した。乾燥後、1mm メ

ッシュのふるいにかけた土壌を測定容器に充填した。測定試料（供試量：乾土約 500g）を Ge半

導体検出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、採取日時を基準とし補正した。また、2014

年度以降は自己吸収を補正している。放射能濃度の評価は、乾重量あたりの「Bq/㎏乾」である。 

 

3.3.4 陸水 

図 2 に示す大洗研究所内外の 4 地点で陸水を採取した。採取した陸水はフィルタ等によりろ

過せず、涸沼、北松川水道水及び那珂川はヘキサシアノ鉄(Ⅱ)酸ニッケル-水酸化鉄(Ⅲ)共沈

法 14）によりγ線放出核種を共沈させ測定試料（供試量：約 40L）とした。また、2011 年 7 月ま

では 131I を測定対象に含め、131I の測定用としてマリネリ容器(容量:2L)に陸水を直接充填し測

定試料とした。大洗町浄水場で採取した陸水は、マリネリ容器(容量:2L)に直接充填し測定試料

とした。測定試料を Ge半導体検出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、陸水の採取日を基

準とし補正した。このほか、陸水中の 3H を低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ
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ーにより測定（供試量：5mL、測定時間：1000 分、シンチレータ：パーキンエルマー社製 Ultima 

Gold LLT）した。那珂川については文部科学省水戸原子力事務所の廃止に伴い測定項目を引継

ぎ、大洗研究所としては 2013 年 4 月から測定を開始している。 

 

3.3.5 農作物 

図 2 に示す農家から大洗地区で生産された葉菜(ほうれん草、白菜)及び精米を購入した。葉菜

は、表面を水洗後、根部及び腐食部を除去し、葉・茎の部分を測定対象とした。試料をミキサー

により粉砕した後、マリネリ容器(容量:2L)に直接試料を充填し 131I 測定用の試料とした。131I 以

外のγ線核種については、乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：9 から

16kg 生相当）とした。精米については、水洗せずに葉菜と同様の方法で乾燥・灰化処理のうえ、

測定試料（供試量：約 10kg）とした。精米の 131I 測定は実施していない。測定試料を Ge 半導体

検出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、農作物の購入日を基準とし補正した。131I 以外

のγ線核種は、2014 年度以降は自己吸収を補正している。放射能濃度の評価は、生重量あたり

の「Bq/㎏生」である。このほか、葉菜(ほうれん草、白菜)及び精米について、シュウ酸塩法に

より 90Sr を分析した。90Sr 分析は原子力科学研究所に依頼した。 

 

3.3.6 原乳 

図 2 に示す子生地区の牧場から原乳を購入した。マリネリ容器(容量:2L)に直接試料を充填し

131I 測定用の試料とした。131I 以外のγ線核種は、乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定

試料（供試量：約 5L 生相当）とした。測定試料を Ge 半導体検出器により 80,000 秒測定した。

減衰補正は、原乳の購入日を基準とし補正した。131I 以外のγ線核種は、2014 年度以降は自己吸

収を補正している。放射能濃度の評価は、生重量あたりの「Bq/L 生」である。このほか、シュウ

酸塩法により 90Sr を分析した。90Sr 分析は核燃料サイクル工学研究所で実施した。 

 

3.3.7 海水 

図 2 に示す大洗沖の 6地点(S-1, S-2, S-3, S-5, S-6 及び S-7)において、核燃料サイクル工

学研究所が所有するモニタリング船「せいかい」により表層海水を採水した。採水した海水はフ

ィルタ等によるろ過はせずに、S-1、S-2 及び S-3 地点の試料を均等に混合し L 海域の海水試料

に、S-6 及び S-7 地点の試料を均等に混合し M 海域の海水試料とした。S-3 地点は混合試料に用

いているが、個別の海水試料としても測定するため前処理に供した。S-5 地点については混合試

料とせずそのまま前処理に供した。これら 4 試料をヘキサシアノ鉄(Ⅱ)酸ニッケル-水酸化鉄

(Ⅲ)共沈法 14）により共沈させ測定試料（供試量：約 40L）とした。測定試料を Ge 半導体検出器

により 80,000 秒測定した。減衰補正は、海水の採水日を基準とし補正した。このほか、海水中

の 3H を低バックグラウンド液体シンチレーションカウンターにより測定（供試量：40mL、測定

時間：500 分、シンチレータ：パーキンエルマー社製 Ultima Gold LLT）した。このほか、シュ

ウ酸塩法により 90Sr を分析した。90Sr 分析は核燃料サイクル工学研究所で実施した。 

 

 

3.3 環境試料中濃度 

3.3.1 降下物 

図 2 に示す大洗研究所の安全管理棟屋上に設置したステンレス鋼製の大型水盤（受水面積

5,000cm2）に水を張り降下物を採取した。採取期間は 1 カ月である。採取後は 2011 年 3 月分を

除き全量を蒸発乾固し測定試料とした。2011 年 3 月分の降下物は汚染防止の観点から蒸発乾固

は行わず、降下物の試料を十分に混合した後、マリネリ容器(容量:2L)に分取し測定試料とした。

また、2011 年 3 月から 6月分は 131I 測定を実施することとし、2011 年 3 月分の降下物と同様、

一定量を分取し測定試料とした。測定試料を Ge 半導体検出器により 80,000 秒（2011 年 3 月は

74000 秒）測定した。2011 年 3月分の降下物及び 131I の測定は月間の降下量(Bq/m2）を算出する

ため、分取量で補正した。減衰補正は、2011 年 3月の測定結果は採取日時の中間日を基準とし、

2011 年 4月以降はソフトウェア上で「試料採取中」を選択し補正した 13)。 

 
3.3.2 土壌 

図 2に示す大洗研究所内外の 5地点で正方形の金枠（1辺 10cm，厚さ 5cm）を用いて 5cm 以浅

の土壌を採取した。採取地点は植生及びリターの少ない箇所を選定している。各地点のサンプリ

ングによる濃度のバラつきを少なくするため 1 地点あたり 3 箇所採取し、同じポリエチレン袋

に入れ持ち帰った。その後、小石等の異物を取り除き、放射性物質が均質となるよう十分撹拌し、

熱風乾燥器(110℃)により乾燥した。乾燥後、1mm メッシュのふるいにかけた土壌を測定容器に

充填した。測定試料（供試量：乾土約 300g）を Ge 半導体検出器により 80,000 秒測定した。減

衰補正は、採取日時を基準とし補正した。また、2014 年度以降は自己吸収を補正している。評

価は過去データとの連続性を考慮し「Bq/m2」ではなく「Bq/kg 乾」とした。 

 

3.3.3 排水溝土砂 

排水溝土砂は大洗研究所の一般排水を海洋放出するための排水溝の出口付近の監視を目的に

採取している。図 2に示す大洗研究所外の 1地点で土壌と同様の方法で排水溝土砂を採取した。

放射性物質が均質となるよう十分撹拌し、熱風乾燥器(110℃)により乾燥した。乾燥後、1mm メ

ッシュのふるいにかけた土壌を測定容器に充填した。測定試料（供試量：乾土約 500g）を Ge半

導体検出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、採取日時を基準とし補正した。また、2014

年度以降は自己吸収を補正している。放射能濃度の評価は、乾重量あたりの「Bq/㎏乾」である。 

 

3.3.4 陸水 

図 2 に示す大洗研究所内外の 4 地点で陸水を採取した。採取した陸水はフィルタ等によりろ

過せず、涸沼、北松川水道水及び那珂川はヘキサシアノ鉄(Ⅱ)酸ニッケル-水酸化鉄(Ⅲ)共沈

法 14）によりγ線放出核種を共沈させ測定試料（供試量：約 40L）とした。また、2011 年 7 月ま

では 131I を測定対象に含め、131I の測定用としてマリネリ容器(容量:2L)に陸水を直接充填し測

定試料とした。大洗町浄水場で採取した陸水は、マリネリ容器(容量:2L)に直接充填し測定試料

とした。測定試料を Ge半導体検出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、陸水の採取日を基

準とし補正した。このほか、陸水中の 3H を低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ
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3.3.8 海底土 

図 2 に示す大洗沖の 6地点(S-1, S-2, S-3, S-5, S-6 及び S-7)において、核燃料サイクル工

学研究所が所有するモニタリング船「せいかい」により海底土を採泥した。採泥にはスミス・マ

ッキンタイヤ採泥器を用いた。採泥した海底土は海水と同様に、S-1、S-2 及び S-3 地点の試料

を均等に混合し L 海域の海底土試料に、S-6 及び S-7 地点の試料を均等に混合し M 海域の海底土

試料とした。S-3 地点は混合試料に用いているが、個別の海底土試料としても測定するため前処

理に供した。S-5 地点については混合試料とせずそのまま前処理に供した。これら 4 試料につい

て、乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：約 500g）とした。測定試料を

Ge 半導体検出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、海底土の採泥日を基準とし補正した。

また、2014 年度以降は自己吸収を補正している。放射能濃度の評価は、乾重量あたりの「Bq/㎏

乾」である。このほか、L 海域、M 海域及び S-5 地点は、シュウ酸塩法により 90Sr を、S-3 及び

S-5 地点はイオン交換法により 239,240Pu を分析した。90Sr 分析は原子力科学研究所、239,240Pu 分析

は核燃料サイクル工学研究所で実施した。 

 

3.3.9 海産物 

図 2 に示す大洗沖で採取した海産物を大洗町漁業協同組合から購入した。購入の際に海産物

の魚体重等のサイズには配慮していない。以下のとおり前処理を行い、測定試料を Ge 半導体検

出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、海産物の購入日を基準とし補正した。131I 以外の

γ 線核種は、2014 年度以降、自己吸収を補正している。放射能濃度については、生重量あたり

の「Bq/㎏生」である。このほか、シュウ酸塩法により 90Sr を分析した。90Sr 分析は原子力科学

研究所及び核燃料サイクル工学研究所で実施した。 

(1) 魚類（ヒラメ、シラス） 

魚類を水洗後、ヒラメについては可食部（内臓を除く筋肉）を、シラスについては全体を

測定対象とし、測定部位を乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：約

10kg 生相当）とした。 

(2) 貝類（ハマグリ、ウバガイ） 

購入した貝を 1 日程度砂抜きし、可食部（身）及び煮汁を測定対象とした。これら対象部

位を乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：約 10kg 生相当）とした。 

(3) 海藻類(アラメ、ヒジキ) 

海藻を水洗後、全部を測定対象とした。試料をミキサーにより粉砕した後、マリネリ容器

(容量:2L)に直接試料を充填し 131I 測定用の試料とした。131I 以外の γ 線核種については、

乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：約 5kg 生相当）とした。 
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表 2 濃度解析に使用したγ線エネルギー 

核種 エネルギー(keV) 放出比(％) 半減期 

95Zr 756.7 54.65  63.98d 
95Nb 765.8 99.82  34.97d 

110mAg 884.7 72.83  252.2d 
129mTe 696.0 2.90  33.52 d 

131I 364.5 81.10  8.040 d 
134Cs 604.7 97.56  2.062 y 
136Cs 818.5 99.70  13.00 d 
137Cs 661.7 85.05  30.174 y 
140Ba 537.8 23.65  12.789d 

3.3.8 海底土 

図 2 に示す大洗沖の 6地点(S-1, S-2, S-3, S-5, S-6 及び S-7)において、核燃料サイクル工

学研究所が所有するモニタリング船「せいかい」により海底土を採泥した。採泥にはスミス・マ

ッキンタイヤ採泥器を用いた。採泥した海底土は海水と同様に、S-1、S-2 及び S-3 地点の試料

を均等に混合し L 海域の海底土試料に、S-6 及び S-7 地点の試料を均等に混合し M 海域の海底土

試料とした。S-3 地点は混合試料に用いているが、個別の海底土試料としても測定するため前処

理に供した。S-5 地点については混合試料とせずそのまま前処理に供した。これら 4 試料につい

て、乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：約 500g）とした。測定試料を

Ge 半導体検出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、海底土の採泥日を基準とし補正した。

また、2014 年度以降は自己吸収を補正している。放射能濃度の評価は、乾重量あたりの「Bq/㎏

乾」である。このほか、L 海域、M 海域及び S-5 地点は、シュウ酸塩法により 90Sr を、S-3 及び

S-5 地点はイオン交換法により 239,240Pu を分析した。90Sr 分析は原子力科学研究所、239,240Pu 分析

は核燃料サイクル工学研究所で実施した。 

 

3.3.9 海産物 

図 2 に示す大洗沖で採取した海産物を大洗町漁業協同組合から購入した。購入の際に海産物

の魚体重等のサイズには配慮していない。以下のとおり前処理を行い、測定試料を Ge 半導体検

出器により 80,000 秒測定した。減衰補正は、海産物の購入日を基準とし補正した。131I 以外の

γ 線核種は、2014 年度以降、自己吸収を補正している。放射能濃度については、生重量あたり

の「Bq/㎏生」である。このほか、シュウ酸塩法により 90Sr を分析した。90Sr 分析は原子力科学

研究所及び核燃料サイクル工学研究所で実施した。 

(1) 魚類（ヒラメ、シラス） 

魚類を水洗後、ヒラメについては可食部（内臓を除く筋肉）を、シラスについては全体を

測定対象とし、測定部位を乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：約

10kg 生相当）とした。 

(2) 貝類（ハマグリ、ウバガイ） 

購入した貝を 1 日程度砂抜きし、可食部（身）及び煮汁を測定対象とした。これら対象部

位を乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：約 10kg 生相当）とした。 

(3) 海藻類(アラメ、ヒジキ) 

海藻を水洗後、全部を測定対象とした。試料をミキサーにより粉砕した後、マリネリ容器

(容量:2L)に直接試料を充填し 131I 測定用の試料とした。131I 以外の γ 線核種については、

乾燥（約 110℃) 後、灰化(約 450℃)し、測定試料（供試量：約 5kg 生相当）とした。 
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4．モニタリングの結果と考察 

 

4.1 空気吸収線量（率） 

4.1.1 線量率（モニタリングポスト） 

モニタリングポストの空気吸収線量率の経年変化（月平均値）を図 3に示す。空気吸収線量率

は、福島第一原発から放出された放射性プルームにより 2011 年 3月に上昇した。空気吸収線量

率が最大値を示したモニタリングポストは MP12 の 2011 年 4 月の 730nGy/h である。その後、各

モニタリングポストの空気吸収線量率は減少傾向を示しているが、4 月から 5 月にかけては 131I

（T1/2=8d）、132I（T1/2=2.3h）、133I（T1/2=20h）等の短半減期成分の減衰に起因して比較的速やかな

減少を示した。それ以降、比較的半減期の長い 134Cs（T1/2=2y）や 137Cs（T1/2= 30y）の減衰や Cs

の鉛直方向への浸透、あるいは水平方向への移動等により緩やかな減少傾向を示した。福島第一

原発事故後の 3 月 15 日から 21 日にかけて大洗研究所において放射性プルームの通過が観測さ

れている 8)。放射性プルーム通過後の空気吸収線量率の最大値の記録月や月平均値は各モニタリ

ングポストに差がある。最大値を記録した月は、MP1、MP11 及び MP12 以外のモニタリングポス

トでは放射性プルームが通過した 2011 年 3 月であるが、MP1、MP11 及び MP12 は 4 月であった。

また、モニタリングポストの設置環境周辺に松林等が多い MP11 及び MP12 は、線量率が高くなる

傾向があった。これは松林等の樹木や葉に沈着した放射性物質からの線量寄与が相対的に多い

ことに起因している。また、MP6 の空気吸収線量率は、福島第一原発事故前には他のモニタリン

グポストと比較して最も高い水準にあったが、事故後は最も低い水準で推移している。MP6 の設

置環境周辺には植生が少なく舗装道路に面しており沈着した放射性物質が流出しやすい環境と

なっている。放射性プルーム通過直後の線量率レベルや推移は、モニタリングポストの設置環境

の違いにより特徴付けられることを確認できた。2021 年 3 月の月平均値は 43 から 77nGy/h の範

囲にあり、福島第一原発事故前の 28 から 45nGy/h よりやや高い水準にある。 

福島第一原発事故前の空気吸収線量（率）、大気中 137Cs 濃度及び環境試料中 137Cs 濃度の水準

の一覧を付録 1に、モニタリングポストの結果を付録 2に収録した。 

 

4.1.2 実効半減期 

福島第一原発事故後の空気吸収線量率の経時変化は、二項（二成分）の指数関数で近似できる

ことが知られており 15)、地表沈着が落ち着いた 2011 年 4 月から 2021 年 3 月を対象期間に（1）

式を用いて月毎の線量率を最小二乗法によりフィッティングすることにより実効半減期の短い

成分 Tshort 及び長い成分 Tlong を求めた。 

 

𝐷𝐷 𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷 �− ���
������

× 𝑡𝑡� � � 𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷 �− ���
�����

× 𝑡𝑡� � �               (1) 

 

ここで、 

D     : 空気吸収線量率（nGy/h） 

Tshort ：実効半減期の短い成分（y） 
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Tlong  ：実効半減期の長い成分（y） 

t    ：経過時間（y） 
a  ：実効半減期が短い成分による t𝐷0 における空気吸収線量率（nGy/h） 
b   ：実効半減期が長い成分による t𝐷0 における空気吸収線量率（nGy/h） 
c  ：本対象期間では減衰傾向が確認できない成分の空気吸収線量率（nGy/h） 

 

である。フィッティングには福島第一原発事故後の月毎のモニタリングポスト測定値から事故

前のモニタリングポスト測定値を差し引くことで算出した空気吸収線量率を用いた。また、フィ

ッティングにより決まる定数項 a、b 及び c の合計は t𝐷0 における空気吸収線量率となる。例と

して MP1 及び MP12 の(1)式によるフィッティング結果を図 4 に、各モニタリングポストの実効

半減期(Tshort 及び Tlong)の結果を表 3 に示す。実効半減期の短い成分 Tshort は MP12 を除き 0.034

年から 0.066 年、MP12 は 0.12 年となった。実効半減期の長い成分 Tlong は 1.2 年から 1.5 年と

なった。MP12 の短い成分の実効半減期が長くなった原因は確認できなかったが、福島第一原発

事故由来核種の MP12 周辺への定常的な供給源の存在や他のモニタリングポストに比べ沈着核種

が流出しにくい環境にあることが推定される。減衰傾向が確認できない成分の空気吸収線量率

である定数項 c は 9.1nGy/h から 50nGy/h の範囲にあることから、実効半減期が異なる別成分の

存在が示唆され、10 年以降のデータを整理・蓄積した上で(1)式の改良を検討する必要がある。

このことは今後の課題としたい。 

 

4.1.3 積算線量（TLD） 

積算線量の経年変化を図 5から図 8に示す。各地点の積算線量は 2011 年度第 1四半期に最大

値を示した。各地点で最も高い線量を示したのは⑤地点の 1.7mSv/91 日である。また、1mSv/91

日以上となった地点は④、⑭、㉒、㉕及び㉚地点である。高い線量を示した地点はいずれも樹木

に囲まれ、放射性プルーム通過により樹木や葉に沈着した放射性物質からの線量寄与が多い環

境にあった。㉖地点について、2013 年度第 1四半期の積算線量が 60%以上減少しているが、これ

は TLD 設置地点周辺の松木の伐採が実施されたことに起因しており、樹木の線量寄与が多いこ

とを裏付けている。松木の伐採前後の様子を写真 1に示す。このほか、㉑地点の積算線量が 2016

年度第 3 四半期に上昇傾向を示しているが、周辺フェンスの更新工事に伴い設置地点を変更し

た影響である。積算線量は、2011 年度以降、減少傾向を示し、2020 度第 4四半期の全 32地点の

範囲は 0.082 から 0.39mSv/91 日である。福島第一原発事故前の水準の 0.051 から 0.13 mSv/91

日と比較して、やや高い水準にある。積算線量の結果を付録 3に収録した。 

 

4.2 大気中濃度 

4.2.1 大気塵埃 

MP2、MP6 及び MS3 の大気塵埃の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化（1 カ月平均濃度）を大洗研

究所内の気象観測装置で観測した月間降雨量とともにそれぞれ図 9 から図 11 に示す。大気塵埃

中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の最大値は、2011 年 3月に観測され、MP2 及び MP6 は 1.7×103mBq/m3、

MS3 は 2.3×103mBq/m3である。また、134Cs と 137Cs の濃度比は 1 である。2011 年 3 月の最大値

4．モニタリングの結果と考察 

 

4.1 空気吸収線量（率） 

4.1.1 線量率（モニタリングポスト） 

モニタリングポストの空気吸収線量率の経年変化（月平均値）を図 3に示す。空気吸収線量率

は、福島第一原発から放出された放射性プルームにより 2011 年 3月に上昇した。空気吸収線量

率が最大値を示したモニタリングポストは MP12 の 2011 年 4 月の 730nGy/h である。その後、各

モニタリングポストの空気吸収線量率は減少傾向を示しているが、4 月から 5 月にかけては 131I

（T1/2=8d）、132I（T1/2=2.3h）、133I（T1/2=20h）等の短半減期成分の減衰に起因して比較的速やかな

減少を示した。それ以降、比較的半減期の長い 134Cs（T1/2=2y）や 137Cs（T1/2= 30y）の減衰や Cs

の鉛直方向への浸透、あるいは水平方向への移動等により緩やかな減少傾向を示した。福島第一

原発事故後の 3 月 15 日から 21 日にかけて大洗研究所において放射性プルームの通過が観測さ

れている 8)。放射性プルーム通過後の空気吸収線量率の最大値の記録月や月平均値は各モニタリ

ングポストに差がある。最大値を記録した月は、MP1、MP11 及び MP12 以外のモニタリングポス

トでは放射性プルームが通過した 2011 年 3 月であるが、MP1、MP11 及び MP12 は 4 月であった。

また、モニタリングポストの設置環境周辺に松林等が多い MP11 及び MP12 は、線量率が高くなる

傾向があった。これは松林等の樹木や葉に沈着した放射性物質からの線量寄与が相対的に多い

ことに起因している。また、MP6 の空気吸収線量率は、福島第一原発事故前には他のモニタリン

グポストと比較して最も高い水準にあったが、事故後は最も低い水準で推移している。MP6 の設

置環境周辺には植生が少なく舗装道路に面しており沈着した放射性物質が流出しやすい環境と

なっている。放射性プルーム通過直後の線量率レベルや推移は、モニタリングポストの設置環境

の違いにより特徴付けられることを確認できた。2021 年 3 月の月平均値は 43 から 77nGy/h の範

囲にあり、福島第一原発事故前の 28 から 45nGy/h よりやや高い水準にある。 

福島第一原発事故前の空気吸収線量（率）、大気中 137Cs 濃度及び環境試料中 137Cs 濃度の水準

の一覧を付録 1に、モニタリングポストの結果を付録 2に収録した。 

 

4.1.2 実効半減期 

福島第一原発事故後の空気吸収線量率の経時変化は、二項（二成分）の指数関数で近似できる

ことが知られており 15)、地表沈着が落ち着いた 2011 年 4 月から 2021 年 3 月を対象期間に（1）

式を用いて月毎の線量率を最小二乗法によりフィッティングすることにより実効半減期の短い

成分 Tshort 及び長い成分 Tlong を求めた。 

 

𝐷𝐷 𝐷 𝐷𝐷 𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷 �− ���
������

× 𝑡𝑡� � � 𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷 �− ���
�����

× 𝑡𝑡� � �               (1) 

 

ここで、 

D     : 空気吸収線量率（nGy/h） 

Tshort ：実効半減期の短い成分（y） 
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は、3 月 15 日から 21 日にかけて大洗研究所に飛来した放射性プルームを直接捉えたものであ

る。その後は、137Cs 及び 134Cs 濃度は増減を繰り返しながら減少傾向を示した。137Cs 及び 134Cs 濃

度の経年変化について降雨量との相関や周期的な季節変動は認められなかった。2021 年 3 月の

137Cs 濃度は 10-1mBq/m3程度、134Cs は検出下限値未満が大部分を占めた。Cs 以外の核種濃度を含

む大気塵埃の結果（ダストフィルタの測定結果）を付録 4に収録した。 

なお、福島第一原発事故直後のチャコールフィルタによる揮発性の 131I の結果については既

報 8）にまとめている。 

 

4.3 環境試料中濃度 

4.3.1 降下物 

137Cs 及び 134Cs の降下量の経年変化（月間降下量）を大洗研究所内の気象観測装置で観測した

月間降雨量とともに図 12 に示す。137Cs 及び 134Cs の最大降下量は、2011 年 3 月に観測され、そ

れぞれ 2.7×104Bq/m2及び 2.5×104Bq/m2である。2011 年 3 月の最大値は、3 月 15 日から 21 日

にかけて大洗研究所に飛来した放射性プルームによる降下物を直接捉えたものである。その後、

137Cs 及び 134Cs の降下量は増減を繰り返しながら減少傾向を示した。2013 年 9 月及び 2017 年 10

月は前月と比較して 137Cs の降下量が 10 倍以上高くなった。この 2期間は、それぞれ台風 18 号

及び台風 21 号が茨城県を通過し、台風による暴風により Csを含む土埃が舞い上がり、大型水盤

に通常より多く降下したことが降下量の増加の理由である。この際の測定試料の写真を、土埃の

混入が少ない試料とともに写真 2 に示す。土埃の混入が顕著に多いことが確認できる。2021 年

3 月の 137Cs の降下量は 3.6×10-1Bq/m2、134Cs の降下量は検出下限値未満である。福島第一原発

事故前の 137Cs の降下物は検出下限値未満から 5.8×10-2Bq/m2の範囲にあり、2021 年 3 月の 137Cs

の降下量は福島第一原発事故前よりやや高い水準にある。Cs 以外の核種濃度を含む降下物の結

果を付録 5に収録した。 

 

4.3.2 土壌 

土壌の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 13 及び図 14 に示す。各地点の 2011 年か

ら 2020 年の 137Cs 濃度の範囲は 1.6×101Bq/kg 乾から 4.2×103Bq/kg 乾にあり、土壌の 137Cs 濃

度の経年変化は採取地点により傾向が異なった。南グラウンド、処理場及び日中内の 137Cs 濃度

は、概ね横ばい傾向を示した。南グラウンド及び処理場は大洗研究所内の土地活用のない場所で

ある。また、日中内も町営の浄水場の一画が採取地点であり土地活用はない。このため、これら

の地点は客土や人為的な土壌の擾乱の影響を受けにくい採取地点であり 137Cs 濃度に比較的変化

がなかったと推定した。一方、飛沢の 137Cs 濃度は、2014 年 5月までは減少し、その後横ばい傾

向を示した。また、下太田の 137Cs 濃度は、2013 年 11 月までは減少し、その後増加傾向を示し

た。飛沢及び下太田は大洗研究所外の民有地の耕作地脇が採取地点である。Cs を含むあるいは

含まない土壌の客土や人為的な土壌の擾乱の影響により 137Cs 濃度が増減したと推定した。134Cs

濃度の時間変化が 137Cs 濃度に比べ減少傾向を示すのは、物理学的半減期が 137Cs より短いためで

ある。福島第一原発事故前の土壌の 137Cs 濃度は 2.9Bq/kg 乾から 1.6×101Bq/kg 乾の範囲にあ

り、2020 年度時点においても高い水準が継続している。Cs 以外の核種濃度を含む土壌の結果を
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付録 6に収録した。 

 

4.3.3 排水溝土砂 

排水溝土砂の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化を図 15 に示す。排水溝土砂の 137Cs 及び 134Cs 濃

度の最大値は、2011 年 7 月に観測され、それぞれ 3.4×101Bq/kg 乾及び 3.0×101Bq/kg 乾であ

る。その後、137Cs 及び 134Cs 濃度は、減少傾向を示した。2021 年 1 月時点の 137Cs 濃度は 4.5×

10-1 Bq/kg 乾、134Cs 濃度は検出下限値未満である。福島第一原発事故前の排水溝土砂の 137Cs 濃

度は検出下限値未満から 3.3×10-1 Bq/kg 乾の範囲にあり、概ね過去の水準にまで減少した。Cs

以外の核種濃度を含む排水溝土砂の結果を付録 7に収録した。 

 

4.3.4 陸水 

陸水の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 16 及び図 17 に示す。涸沼の 137Cs 及び

134Cs 濃度の最大値は、2011 年 7月の 5.4×10-1Bq/L 及び 5.1×10-1Bq/L である。北松川水道水の

137Cs 及び 134Cs 濃度の最大値は、2011 年 7月の 3.3×10-2Bq/L である。陸水をマリネリ容器に直

接充填し測定した大洗町浄水場はすべて検出下限値未満となった。那珂川は 2013 年 4月から測

定を開始しており、137Cs 濃度の最大値は、2017 年 4 月の 9.8×10-3Bq/L である。大洗町浄水場を

除くいずれの地点も Cs 濃度は経年変化とともに減少傾向を示した。涸沼は潮汐による海水ある

いは淡水と水収支のある汽水湖、北松川水道水は地下水由来の水道水、那珂川は河川水、大洗町

浄水場は地下水由来の原水である。Cs の蓄積がある地表面と接する地表水の涸沼水及び那珂川

は、地下水由来の北松川水道水及び大洗町浄水場と比べ Cs 濃度が高くなる傾向を示した。涸沼

の 2020 年 7 月の 137Cs 濃度は、前四半期と比較して約 4倍上昇している。採取日の直近に上流側

で強雨があり、採取水が混濁していたことから河川への土砂の流入の影響と推定した。 

福島第一原発事故前の陸水の 137Cs は涸沼でのみ検出事例があり、その水準は検出下限値未満

から 2.0×10-2Bq/L の範囲にある。2020 年度の涸沼の 137Cs 濃度は 4.6×10-3Bq/L から 2.6×

10- 2Bq/L の範囲にあり、過去の水準まで減少した。Cs 以外の核種濃度を含む陸水の結果を付録

8に収録した。 

 

4.3.5 農作物 

農作物の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 18 及び図 19に示す。ほうれん草の 137Cs

及び 134Cs 濃度の最大値は、それぞれ 2012 年度の 9.8×10-1Bq/kg 生及び 6.8×10-1Bq/kg 生であ

る。また、2011 年度は震災の影響によりほうれん草の採取がなかった。白菜の 137Cs 及び 134Cs 濃

度の最大値は、それぞれ 2011 年度の 3.3×10-1Bq/kg 生及び 2.5×10-1Bq/kg 生である。精米の

137Cs 及び 134Cs 濃度の最大値は、それぞれ 2011 年度の 3.9Bq/kg 生及び 3.3Bq/kg 生である。ほ

うれん草、白菜及び精米の 137Cs 濃度は、最大値を示した後、減少傾向を示した。2020 年度の 137Cs

濃度は、ほうれん草が 6.2×10-2Bq/kg 生、白菜が 1.4×10-2Bq/kg 生、精米が 6.8×10-1Bq/kg 生

である。福島第一原発事故前の農作物の 137Cs は精米から検出があり、その水準は検出下限値未

満から 4.0×10-2Bq/kg 生の範囲である。2020 年度時点の精米の 137Cs 濃度は過去の水準と比較し

やや高い水準にある。Cs以外の核種濃度を含む農作物の結果を付録 9に収録した。 

は、3 月 15 日から 21 日にかけて大洗研究所に飛来した放射性プルームを直接捉えたものであ

る。その後は、137Cs 及び 134Cs 濃度は増減を繰り返しながら減少傾向を示した。137Cs 及び 134Cs 濃

度の経年変化について降雨量との相関や周期的な季節変動は認められなかった。2021 年 3 月の

137Cs 濃度は 10-1mBq/m3程度、134Cs は検出下限値未満が大部分を占めた。Cs 以外の核種濃度を含

む大気塵埃の結果（ダストフィルタの測定結果）を付録 4に収録した。 

なお、福島第一原発事故直後のチャコールフィルタによる揮発性の 131I の結果については既

報 8）にまとめている。 

 

4.3 環境試料中濃度 

4.3.1 降下物 

137Cs 及び 134Cs の降下量の経年変化（月間降下量）を大洗研究所内の気象観測装置で観測した

月間降雨量とともに図 12 に示す。137Cs 及び 134Cs の最大降下量は、2011 年 3 月に観測され、そ

れぞれ 2.7×104Bq/m2及び 2.5×104Bq/m2である。2011 年 3 月の最大値は、3 月 15 日から 21 日

にかけて大洗研究所に飛来した放射性プルームによる降下物を直接捉えたものである。その後、

137Cs 及び 134Cs の降下量は増減を繰り返しながら減少傾向を示した。2013 年 9 月及び 2017 年 10

月は前月と比較して 137Cs の降下量が 10 倍以上高くなった。この 2期間は、それぞれ台風 18 号

及び台風 21 号が茨城県を通過し、台風による暴風により Csを含む土埃が舞い上がり、大型水盤

に通常より多く降下したことが降下量の増加の理由である。この際の測定試料の写真を、土埃の

混入が少ない試料とともに写真 2 に示す。土埃の混入が顕著に多いことが確認できる。2021 年

3 月の 137Cs の降下量は 3.6×10-1Bq/m2、134Cs の降下量は検出下限値未満である。福島第一原発

事故前の 137Cs の降下物は検出下限値未満から 5.8×10-2Bq/m2の範囲にあり、2021 年 3 月の 137Cs

の降下量は福島第一原発事故前よりやや高い水準にある。Cs 以外の核種濃度を含む降下物の結

果を付録 5に収録した。 

 

4.3.2 土壌 

土壌の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 13 及び図 14 に示す。各地点の 2011 年か

ら 2020 年の 137Cs 濃度の範囲は 1.6×101Bq/kg 乾から 4.2×103Bq/kg 乾にあり、土壌の 137Cs 濃

度の経年変化は採取地点により傾向が異なった。南グラウンド、処理場及び日中内の 137Cs 濃度

は、概ね横ばい傾向を示した。南グラウンド及び処理場は大洗研究所内の土地活用のない場所で

ある。また、日中内も町営の浄水場の一画が採取地点であり土地活用はない。このため、これら

の地点は客土や人為的な土壌の擾乱の影響を受けにくい採取地点であり 137Cs 濃度に比較的変化

がなかったと推定した。一方、飛沢の 137Cs 濃度は、2014 年 5月までは減少し、その後横ばい傾

向を示した。また、下太田の 137Cs 濃度は、2013 年 11 月までは減少し、その後増加傾向を示し

た。飛沢及び下太田は大洗研究所外の民有地の耕作地脇が採取地点である。Cs を含むあるいは

含まない土壌の客土や人為的な土壌の擾乱の影響により 137Cs 濃度が増減したと推定した。134Cs

濃度の時間変化が 137Cs 濃度に比べ減少傾向を示すのは、物理学的半減期が 137Cs より短いためで

ある。福島第一原発事故前の土壌の 137Cs 濃度は 2.9Bq/kg 乾から 1.6×101Bq/kg 乾の範囲にあ

り、2020 年度時点においても高い水準が継続している。Cs 以外の核種濃度を含む土壌の結果を
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4.3.6 原乳 

原乳の 137Cs及び 134Cs 濃度の経年変化を図 20に示す。原乳の 137Cs 及び 134Cs濃度の最大値は、

それぞれ 2011 年 7 月の 1.6Bq/L 生及び 1.5Bq/L 生である。2011 年度以降、Cs 濃度は減少傾向

を示し、2021 年 1月には 137Cs は 1.8×10-2Bq/L 生、134Cs は検出下限値未満となった。福島第一

原発事故前の原乳の 137Cs 濃度は検出下限値未満から 3.0×10-2Bq/L 生の範囲にあり、過去の水

準まで減少している。Cs以外の核種濃度を含む原乳の結果を付録 10に収録した。 

 

4.3.7 海水 

海水の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 21及び図 22に示す。L海域及び M海域の

2011 年 4 月及び 7 月は震災の影響により未採取である。海水の 137Cs 濃度の最大値は、L 海域は

2012 年 7 月の 9.5×10-2Bq/L、M 海域は 2011 年 10 月の 7.0×10-2Bq/L、S-3 地点は 2011 年 7 月

の 1.0Bq/L、S-5 地点は 2011 年 7 月の 1.2Bq/L である。134Cs の濃度についても同試料で最大値

を示した。海水の 137Cs 及び 134Cs 濃度は、その後減少傾向を示し、2021 年 1月の海水の 137Cs 濃

度は 1.5×10-3Bq/L から 2.4×10-3Bq/L の範囲となった。海水の 134Cs 濃度は全試料で検出下限値

未満である。福島第一原発事故前の 137Cs 濃度は検出下限値未満から 2.6×10-3Bq/L の範囲にあ

り、過去の水準まで減少している。Cs 以外の核種濃度を含む海水の結果を付録 11 に収録した。 

 

4.3.8 海底土 

海底土の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 23 及び図 24 に示す。海底土の 137Cs 濃

度の最大値はいずれも 2011 年 7 月に採取した試料で、L海域は 1.6×102Bq/kg 乾、M海域は 1.5

×102Bq/kg 乾、S-3 は 1.3×102Bq/kg 乾、S-5 は 1.9×102Bq/kg 乾である。134Cs の濃度について

も同試料で最大値を示した。海水の 137Cs 及び 134Cs 濃度は、その後減少傾向を示し、2021 年 1月

の 137Cs は 2.0Bq/kg 乾から 2.8Bq/kg 乾、134Cs は検出下限値未満である。福島第一原発事故前の

137Cs は検出下限値未満から 8.9×10-1Bq/kg 乾の範囲にあり、福島第一原発事故前よりやや高い

水準にある。Cs 以外の核種濃度を含む海底土の結果を付録 12 に収録した。 

 

4.3.9 海産物 

海産物の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 25 及び図 26 に示す。2011 年度の海産

物のうち、ハマグリ及びウバガイの上半期分、シラスの下半期分は震災の影響により採取してい

ない。魚類のヒラメ及びシラスの 137Cs 濃度の最大値は、2011 年度上期に採取した試料であり、

それぞれ 3.3×101Bq/kg 生及び 3.0Bq/kg 生である。134Cs の濃度についても同試料で最大値を示

した。貝類のハマグリ及びウバガイの 137Cs 濃度の最大値は、2011 年度下期に採取した試料で、

それぞれ1.9Bq/kg生及び5.4Bq/kg生である。134Csの濃度についても同試料で最大値を示した。

海藻類のアラメ及びヒジキの 137Cs 濃度の最大値は、2011 年度上期に採取した試料で、それぞれ

2.2×101Bq/kg 生及び 3.4Bq/kg 生である。134Cs の濃度についても同試料で最大値を示した。海

産物の 137Cs 及び 134Cs 濃度は、2011 年度以降、多少の増減はあるものの全体的に減少傾向を示

し、134Cs 濃度は 2017 年度以降、検出下限値未満が大部分を占めた。 

2020 年度下期のヒラメ及びシラスの 137Cs 濃度は、それぞれ 5.1×10-1Bq/kg 生及び 2.1×
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10-1Bq/kg 生である。福島第一原発事故前の 137Cs 濃度は、ヒラメで 8.7×10-2Bq/kg 生から 3.2×

10-1Bq/kg 生、シラスで 4.1×10-2Bq/kg 生から 1.0×10-1Bq/kg 生の範囲にあり、概ね過去の水準

まで減少した。2020 年度下期のハマグリ及びウバガイの 137Cs 濃度は、それぞれ 1.2×10-1Bq/kg

生及び 1.3×10-1Bq/kg 生となり、福島第一原発事故前の貝類の 137Cs 濃度の最大値の 4.0×

10- 2Bq/kg 生と比較してやや高い水準にある。2020 年下期のアラメ及びヒジキの 137Cs 濃度は、

それぞれ 3.2×10-1Bq/kg 生及び 1.3×10-1Bq/kg 生である。福島第一原発事故前の海藻類の 137Cs

濃度は検出下限値未満から 9.0×10-2Bq/kg 生の範囲にあり、概ね過去の水準まで減少した。Cs

以外の核種濃度を含む海産物の結果を付録 13 に収録した。 
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4.3.6 原乳 

原乳の 137Cs及び 134Cs 濃度の経年変化を図 20に示す。原乳の 137Cs 及び 134Cs濃度の最大値は、

それぞれ 2011 年 7 月の 1.6Bq/L 生及び 1.5Bq/L 生である。2011 年度以降、Cs 濃度は減少傾向

を示し、2021 年 1月には 137Cs は 1.8×10-2Bq/L 生、134Cs は検出下限値未満となった。福島第一

原発事故前の原乳の 137Cs 濃度は検出下限値未満から 3.0×10-2Bq/L 生の範囲にあり、過去の水

準まで減少している。Cs以外の核種濃度を含む原乳の結果を付録 10に収録した。 

 

4.3.7 海水 

海水の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 21及び図 22に示す。L海域及び M海域の

2011 年 4 月及び 7 月は震災の影響により未採取である。海水の 137Cs 濃度の最大値は、L 海域は

2012 年 7 月の 9.5×10-2Bq/L、M 海域は 2011 年 10 月の 7.0×10-2Bq/L、S-3 地点は 2011 年 7 月

の 1.0Bq/L、S-5 地点は 2011 年 7 月の 1.2Bq/L である。134Cs の濃度についても同試料で最大値

を示した。海水の 137Cs 及び 134Cs 濃度は、その後減少傾向を示し、2021 年 1月の海水の 137Cs 濃

度は 1.5×10-3Bq/L から 2.4×10-3Bq/L の範囲となった。海水の 134Cs 濃度は全試料で検出下限値

未満である。福島第一原発事故前の 137Cs 濃度は検出下限値未満から 2.6×10-3Bq/L の範囲にあ

り、過去の水準まで減少している。Cs 以外の核種濃度を含む海水の結果を付録 11 に収録した。 

 

4.3.8 海底土 

海底土の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 23 及び図 24 に示す。海底土の 137Cs 濃

度の最大値はいずれも 2011 年 7 月に採取した試料で、L海域は 1.6×102Bq/kg 乾、M海域は 1.5

×102Bq/kg 乾、S-3 は 1.3×102Bq/kg 乾、S-5 は 1.9×102Bq/kg 乾である。134Cs の濃度について

も同試料で最大値を示した。海水の 137Cs 及び 134Cs 濃度は、その後減少傾向を示し、2021 年 1月

の 137Cs は 2.0Bq/kg 乾から 2.8Bq/kg 乾、134Cs は検出下限値未満である。福島第一原発事故前の

137Cs は検出下限値未満から 8.9×10-1Bq/kg 乾の範囲にあり、福島第一原発事故前よりやや高い

水準にある。Cs 以外の核種濃度を含む海底土の結果を付録 12 に収録した。 

 

4.3.9 海産物 

海産物の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化をそれぞれ図 25 及び図 26 に示す。2011 年度の海産

物のうち、ハマグリ及びウバガイの上半期分、シラスの下半期分は震災の影響により採取してい

ない。魚類のヒラメ及びシラスの 137Cs 濃度の最大値は、2011 年度上期に採取した試料であり、

それぞれ 3.3×101Bq/kg 生及び 3.0Bq/kg 生である。134Cs の濃度についても同試料で最大値を示

した。貝類のハマグリ及びウバガイの 137Cs 濃度の最大値は、2011 年度下期に採取した試料で、

それぞれ1.9Bq/kg生及び5.4Bq/kg生である。134Csの濃度についても同試料で最大値を示した。

海藻類のアラメ及びヒジキの 137Cs 濃度の最大値は、2011 年度上期に採取した試料で、それぞれ

2.2×101Bq/kg 生及び 3.4Bq/kg 生である。134Cs の濃度についても同試料で最大値を示した。海

産物の 137Cs 及び 134Cs 濃度は、2011 年度以降、多少の増減はあるものの全体的に減少傾向を示

し、134Cs 濃度は 2017 年度以降、検出下限値未満が大部分を占めた。 

2020 年度下期のヒラメ及びシラスの 137Cs 濃度は、それぞれ 5.1×10-1Bq/kg 生及び 2.1×
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図 3 モニタリングポストの空気吸収線量率の経年変化 
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図 4 MP1 及び MP12 の福島第一原発事故由来核種によるモニタリングポスト測定値と 

二項（二成分）の指数関数によるフィッティング曲線 

 

 

表 3 2011 年 4月から 2021 年 3 月のモニタリングポスト測定値から算出した実効半減期 

 

速い成分

Tshort

遅い成分

Tlong

MP1 0.056 1.4 110 140 20 0.996

MP2 0.048 1.2 120 180 22 0.998

MP3 0.056 1.3 93 88 9.4 0.996

MP4 0.040 1.5 120 140 19 0.997

MP5 0.034 1.3 91 130 18 0.996

MP6 0.064 1.5 71 70 9.1 0.994

MP7 0.035 1.2 110 220 34 0.996

MP8 0.044 1.3 97 130 19 0.995

MP11 0.038 1.2 190 400 50 0.994

MP12 0.122 1.5 340 320 37 0.998

MP13 0.060 1.5 180 160 20 0.994

MP14 0.037 1.2 140 210 15 0.998

MP15 0.066 1.4 160 180 20 0.997

MP16 0.042 1.4 98 140 13 0.997

局舎名

パラメータ

実効半減期(y)
定数項a
(nGy/h)

定数項b
(nGy/h)

定数項c
(nGy/h)

決定係数

 

図 3 モニタリングポストの空気吸収線量率の経年変化 
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図 5 積算線量（①～⑧）の経年変化 

 

 

 

図 6 積算線量（⑨～⑯）の経年変化 

JAEA-Data/Code 2024-017

- 20 -



 

図 7 積算線量（⑰～㉔）の経年変化 

 

 

 

図 8 積算線量（㉕～㉜）の経年変化 

 

図 5 積算線量（①～⑧）の経年変化 

 

 

 

図 6 積算線量（⑨～⑯）の経年変化 
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図 9 大気塵埃（MP2）中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 10 大気塵埃（MP6）中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 
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図 11 大気塵埃（MS3）中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

 

 

図 9 大気塵埃（MP2）中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 10 大気塵埃（MP6）中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 
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図 12 降下物中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 
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図 13 土壌中の 137Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 14 土壌中の 134Cs 濃度の経年変化 

 

図 12 降下物中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 
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図 15 排水溝土砂中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 
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図 16 陸水中の 137Cs 濃度の経年変化 

（大洗町浄水場の結果は全期間において検出下限値未満のためグラフに記載していない） 

図 17 陸水中の 134Cs 濃度の経年変化 

（大洗町浄水場の結果は全期間において検出下限値未満のためグラフに記載していない） 

 

図 15 排水溝土砂中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 
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図 18 農作物中の 137Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 19 農作物中の 134Cs 濃度の経年変化 
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図 20 原乳中の 137Cs 及び 134Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

 

 

 

図 18 農作物中の 137Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 19 農作物中の 134Cs 濃度の経年変化 
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図 21 海水中の 137Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 22 海水中の 134Cs 濃度の経年変化 
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図 23 海底土中の 137Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 24 海底土中の 134Cs 濃度の経年変化 

 

図 21 海水中の 137Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 22 海水中の 134Cs 濃度の経年変化 
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図 25 海産物中の 137Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 26 海産物中の 134Cs 濃度の経年変化 
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松木の伐採前                 松木の伐採後 

 

写真 1 TLD 周辺における松木の伐採前後の写真（㉖地点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土埃が多量に混入した試料（2017 年 10 月の試料）      土埃の混入が少ない試料の一例 

       （正味重量：5.57g）            （正味重量：0.54g） 

    

写真 2 降下物試料の写真 
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図 25 海産物中の 137Cs 濃度の経年変化 

 

 

 

図 26 海産物中の 134Cs 濃度の経年変化 
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5．結言 

 

 東京電力福島第一原発事故後の 2011 年 3 月から 2021 年 3 月までの約 10 年間の大洗研究所周

辺の環境放射線モニタリング結果の推移について考察した。空気吸収線量（率）、大気及び環境試

料の Cs 濃度は、気象要因による陸水や降下物の Cs 濃度の一時的な増加、客土や擾乱による土壌

Cs 濃度の増加を除き、全体としては減少傾向を示した。福島第一原発事故から 10 年経過後の環

境放射線（能）の水準は次のとおりである。 

モニタリングポストや積算線量の空気吸収線量（率）は福島第一原発事故前の水準に近づいて

いるが、問題となるような水準ではないものの事故前と比較した場合、やや高い水準にある。大

気塵埃の 137Cs 濃度は 10-1から 10-2mBq/m3の水準で検出される場合がある。環境試料の 137Cs 濃度

のうち降下物、農作物、海底土及び貝類は、福島第一原発事故前の水準に近づいており、問題と

なるような水準ではないものの事故前と比較した場合、やや高い水準にある。土壌の137Cs濃度は、

問題となるような水準ではないものの事故前と比較した場合、高い水準となっている。排水溝土

砂、陸水、原乳、海水、魚類及び海藻類の 137Cs 濃度は、福島第一原発事故前の水準まで減少した。 
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This is a blank page. 付録1   福島第一原発事故前の水準一覧
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nGy/h

測定地点 最大値 最小値 測定地点 最大値 最小値

MP1 37 31 MP11 37 33
MP2 37 33 MP12 37 31
MP3 42 38 MP13 38 33
MP4 32 28 MP14 37 33
MP5 34 29 MP15 37 32
MP6 45 36 MP16 34 29
MP7 36 29
MP8 35 29

mGy/91日

測定地点 最大値 最小値 測定地点 最大値 最小値

① 0.070 0.055 ⑰ 0.10 0.077
② 0.081 0.063 ⑱ 0.090 0.065
③ 0.080 0.058 ⑲ 0.074 0.053
④ 0.080 0.055 ⑳ 0.078 0.057
⑤ 0.079 0.060 ㉑ 0.075 0.056
⑥ 0.086 0.067 ㉒ 0.077 0.055
⑦ 0.070 0.051 ㉓ 0.072 0.059
⑧ 0.085 0.068 ㉔ 0.075 0.055
⑨ 0.080 0.065 ㉕ 0.079 0.061
⑩ 0.074 0.057 ㉖ 0.085 0.057
⑪ 0.072 0.051 ㉗ 0.11 0.080
⑫ 0.095 0.075 ㉘ 0.075 0.054
⑬ 0.13 0.080 ㉙ 0.063 0.047
⑭ 0.078 0.058 ㉚ 0.060 0.047
⑮ 0.081 0.062 ㉛ 0.091 0.074
⑯ 0.074 0.055 ㉜ 0.094 0.085

注）2001年度から2010年度2月までの月平均値の最大及び最小値

注）2001年度から2010年度第3四半期までの最大及び最小値

モニタリングポストの空気吸収線量率の福島第一原発事故前の水準

積算線量(TLD)の福島第一原発事故前の水準
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単位 最大値 最小値
MP2
MP6
MS3

Bq/m2 0.058 ND

南グラウンド 13 4.1

処理場 8.9 2.9

下太田 8.8 3.2

飛沢 9.1 4.9

日中内 16 5.3

Bq/kg乾 0.33 ND

涸沼 0.019 ND

北松川水道水
浄水場

大洗町浄水場
那珂川

ほうれん草
白菜
精米 0.040 ND

Bq/L生 0.028 ND
L海域 0.0022 ND
M海域 0.0026 ND

S-3 0.0024 0.0010
S-5 0.0022 0.0010

L海域 0.55 ND
M海域 0.47 ND

S-3 0.42 ND
S-5 0.89 ND

ヒラメ 0.32 0.087

シラス 0.10 0.041

ハマグリ 0.034 ND

ウバガイ 0.036 ND

アラメ 0.088 ND

ヒジキ 0.072 ND
注1）2001年度から2010年度の3月11日以前に採取した試料の最大及び最小値

Bq/L

Bq/kg乾

海産物

海底土

海水

Bq/kg生

Bq/kg乾

mBq/m3 ND

降下物

原乳

排水溝土砂

Bq/L

注3）排水溝土砂は1995年から2004年の測定値から集計
注2）那珂川の2001年度から2012年度の文部科学省旧水戸原子力事務所の測定値は環境放射線監視季報から集計

大気中及び環境試料の137Cs濃度の福島第一原発事故前の水準

項目

大気塵埃

農作物

陸水

土壌

ND

Bq/kg生
ND
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付録2   線量率（モニタリングポスト）の結果

単位 最大値 最小値
MP2
MP6
MS3

Bq/m2 0.058 ND

南グラウンド 13 4.1

処理場 8.9 2.9

下太田 8.8 3.2

飛沢 9.1 4.9

日中内 16 5.3

Bq/kg乾 0.33 ND

涸沼 0.019 ND

北松川水道水
浄水場

大洗町浄水場
那珂川

ほうれん草
白菜
精米 0.040 ND

Bq/L生 0.028 ND
L海域 0.0022 ND
M海域 0.0026 ND

S-3 0.0024 0.0010
S-5 0.0022 0.0010

L海域 0.55 ND
M海域 0.47 ND

S-3 0.42 ND
S-5 0.89 ND

ヒラメ 0.32 0.087

シラス 0.10 0.041

ハマグリ 0.034 ND

ウバガイ 0.036 ND

アラメ 0.088 ND

ヒジキ 0.072 ND
注1）2001年度から2010年度の3月11日以前に採取した試料の最大及び最小値

Bq/L

Bq/kg乾

海産物

海底土

海水

Bq/kg生

Bq/kg乾

mBq/m3 ND

降下物

原乳

排水溝土砂

Bq/L

注3）排水溝土砂は1995年から2004年の測定値から集計
注2）那珂川の2001年度から2012年度の文部科学省旧水戸原子力事務所の測定値は環境放射線監視季報から集計

大気中及び環境試料の137Cs濃度の福島第一原発事故前の水準

項目

大気塵埃

農作物

陸水

土壌

ND

Bq/kg生
ND
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nGy/h

(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 36 300 140 100 86 74 68 62 59 57 54

5 35 220 130 100 83 75 67 63 58 56 53

6 34 200 130 97 80 71 65 63 56 55 53

7 34 190 120 96 78 70 65 61 58 53 51

8 35 170 130 96 80 72 65 61 59 55 53

9 37 170 120 93 78 69 63 61 58 54 54

10 36 160 120 90 78 71 64 60 58 55 54

11 36 160 110 91 78 70 64 60 58 55 54

12 36 150 110 90 77 69 64 60 57 55 54

1 36 150 110 89 76 70 64 58 59 54 54

2 36 150 110 86 75 69 64 59 57 55 54

3 280 140 110 86 75 69 63 59 57 54 53

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 35 350 160 110 92 78 70 64 61 61 57

5 34 260 150 110 89 79 69 64 60 60 56

6 33 230 140 110 86 75 68 65 58 60 56

7 33 220 140 100 84 74 68 63 59 58 54

8 34 210 140 100 86 76 68 63 60 60 56

9 36 200 140 100 84 73 65 63 59 59 57

10 35 190 130 98 84 75 66 62 59 59 56

11 35 180 130 97 83 73 66 62 59 59 57

12 35 180 130 97 81 72 65 62 59 58 57

1 34 180 120 96 81 73 66 60 60 57 57

2 35 170 120 92 79 72 65 60 59 57 56

3 370 160 120 92 79 71 65 61 59 57 56

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 39 230 100 79 67 61 56 54 52 50 49

5 39 160 97 78 67 61 56 53 51 50 49

6 38 150 94 76 65 59 56 54 51 49 48

7 38 130 92 75 65 60 55 53 51 48 47

8 39 130 91 75 65 60 55 53 51 50 48

9 40 120 89 73 64 58 54 53 51 49 48

10 39 120 87 71 64 59 55 53 51 49 49

11 40 110 86 72 64 59 55 53 51 50 49

12 40 110 85 71 64 58 55 53 51 50 49

1 39 110 83 70 63 59 55 52 52 49 50

2 40 110 82 68 62 58 55 53 51 49 49

3 270 100 81 69 62 57 54 53 51 49 49

MP1の空気吸収線量率

MP2の空気吸収線量率

MP3の空気吸収線量率
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nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 29 310 140 100 84 72 64 58 55 52 52

5 29 210 130 100 81 72 63 58 53 51 52

6 28 190 130 95 78 69 62 59 52 50 52

7 28 180 120 95 77 68 61 57 53 48 50

8 28 170 120 94 79 70 61 56 54 50 52

9 30 160 120 91 78 67 59 57 53 49 54

10 29 160 120 89 77 69 60 55 53 49 51

11 29 150 110 90 76 67 60 56 53 49 51

12 30 150 110 89 75 67 59 56 53 49 52

1 30 150 110 88 75 67 60 55 54 48 52

2 30 150 110 86 73 66 60 55 53 49 51

3 380 140 110 84 73 65 59 54 52 52 51

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 33 270 130 91 76 66 60 57 53 51 49

5 32 190 120 88 73 65 59 56 51 50 48

6 32 170 110 84 70 64 58 56 50 50 48

7 32 170 110 84 70 63 58 55 51 49 47

8 32 160 110 84 71 64 59 55 52 50 48

9 34 150 110 82 71 63 58 55 51 50 49

10 33 150 110 80 71 64 59 55 51 50 49

11 33 140 110 80 70 63 59 55 52 51 49

12 34 140 100 80 68 62 58 54 52 50 50

1 33 140 100 79 68 63 58 53 53 50 50

2 34 130 94 77 67 62 58 53 52 50 49

3 290 130 93 76 67 61 57 53 52 50 49

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 42 190 92 77 68 62 58 55 52 51 50

5 41 140 89 75 66 62 57 54 52 50 49

6 41 130 86 74 65 61 56 54 51 50 49

7 40 120 85 73 64 60 56 54 51 49 48

8 40 110 84 73 65 60 56 53 51 50 49

9 42 110 82 71 64 60 55 53 52 49 49

10 41 110 81 70 64 60 56 54 51 50 49

11 42 110 81 70 65 60 56 53 52 51 50

12 42 100 80 70 64 60 56 53 52 51 50

1 41 100 79 70 64 60 56 53 52 51 50

2 43 96 79 68 63 59 56 53 52 50 50

3 230 95 78 68 63 58 55 53 51 50 50

MP4の空気吸収線量率

MP5の空気吸収線量率

MP6の空気吸収線量率
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nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 34 400 190 140 110 94 84 77 72 69 64

5 33 300 180 140 110 95 83 77 70 68 64

6 33 280 170 130 100 92 82 77 69 66 63

7 33 270 170 130 100 90 81 75 70 64 61

8 33 250 170 130 100 91 81 74 71 67 63

9 34 250 160 120 100 88 79 74 70 65 64

10 34 240 160 120 100 90 79 74 70 66 64

11 34 240 160 120 100 89 79 74 70 66 64

12 34 220 150 120 100 88 79 74 70 66 65

1 34 220 150 120 98 88 79 72 71 65 65

2 34 210 140 110 96 86 79 73 69 65 64

3 400 200 140 110 96 85 78 72 69 65 63

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 33 280 130 97 78 68 62 57 55 53 50

5 33 200 120 95 76 68 61 57 54 52 50

6 32 180 110 90 73 66 60 58 53 52 50

7 32 180 110 89 71 65 60 57 53 50 48

8 33 160 110 89 73 67 59 56 54 52 49

9 35 160 110 86 71 64 58 56 54 51 50

10 33 150 100 84 71 65 59 56 53 51 50

11 33 150 100 84 71 65 59 56 53 50 50

12 34 140 100 83 70 64 58 56 54 48 51

1 33 140 100 81 70 65 59 55 54 48 51

2 34 140 100 79 69 63 59 55 53 48 50

3 310 130 99 77 68 63 58 55 53 49 50

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 34 680 320 200 160 130 120 100 98 91 77

5 34 510 300 200 160 130 120 110 96 91 78

6 33 470 290 190 150 130 120 110 94 89 78

7 33 440 290 190 150 120 120 110 97 85 73

8 34 410 290 190 160 130 120 100 97 89 78

9 34 390 280 180 150 120 110 100 94 81 80

10 33 370 270 170 140 130 110 100 94 80 78

11 33 390 250 170 140 120 110 100 93 80 79

12 34 380 240 170 130 120 110 100 92 79 79

1 33 370 230 170 130 120 110 98 94 78 79

2 34 360 210 160 130 120 110 98 91 79 78

3 640 320 210 160 130 120 100 96 91 79 77

MP7の空気吸収線量率

MP8の空気吸収線量率

MP11の空気吸収線量率

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 29 310 140 100 84 72 64 58 55 52 52

5 29 210 130 100 81 72 63 58 53 51 52

6 28 190 130 95 78 69 62 59 52 50 52

7 28 180 120 95 77 68 61 57 53 48 50

8 28 170 120 94 79 70 61 56 54 50 52

9 30 160 120 91 78 67 59 57 53 49 54

10 29 160 120 89 77 69 60 55 53 49 51

11 29 150 110 90 76 67 60 56 53 49 51

12 30 150 110 89 75 67 59 56 53 49 52

1 30 150 110 88 75 67 60 55 54 48 52

2 30 150 110 86 73 66 60 55 53 49 51

3 380 140 110 84 73 65 59 54 52 52 51

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 33 270 130 91 76 66 60 57 53 51 49

5 32 190 120 88 73 65 59 56 51 50 48

6 32 170 110 84 70 64 58 56 50 50 48

7 32 170 110 84 70 63 58 55 51 49 47

8 32 160 110 84 71 64 59 55 52 50 48

9 34 150 110 82 71 63 58 55 51 50 49

10 33 150 110 80 71 64 59 55 51 50 49

11 33 140 110 80 70 63 59 55 52 51 49

12 34 140 100 80 68 62 58 54 52 50 50

1 33 140 100 79 68 63 58 53 53 50 50

2 34 130 94 77 67 62 58 53 52 50 49

3 290 130 93 76 67 61 57 53 52 50 49

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 42 190 92 77 68 62 58 55 52 51 50

5 41 140 89 75 66 62 57 54 52 50 49

6 41 130 86 74 65 61 56 54 51 50 49

7 40 120 85 73 64 60 56 54 51 49 48

8 40 110 84 73 65 60 56 53 51 50 49

9 42 110 82 71 64 60 55 53 52 49 49

10 41 110 81 70 64 60 56 54 51 50 49

11 42 110 81 70 65 60 56 53 52 51 50

12 42 100 80 70 64 60 56 53 52 51 50

1 41 100 79 70 64 60 56 53 52 51 50

2 43 96 79 68 63 59 56 53 52 50 50

3 230 95 78 68 63 58 55 53 51 50 50

MP4の空気吸収線量率

MP5の空気吸収線量率

MP6の空気吸収線量率
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nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 33 730 270 190 150 120 100 92 89 77 72

5 33 560 260 190 150 120 100 93 86 76 72

6 33 510 250 180 140 110 100 94 84 74 72

7 33 450 240 180 140 110 100 92 87 71 68

8 33 400 240 180 140 120 100 91 88 76 73

9 34 370 230 180 140 110 96 90 82 76 74

10 33 340 220 170 140 110 96 88 79 75 72

11 34 330 220 160 130 110 95 88 78 75 73

12 34 320 220 160 130 110 94 88 78 74 73

1 34 320 210 160 120 110 94 85 80 73 73

2 34 300 210 150 120 100 94 86 77 74 72

3 690 280 200 150 120 100 92 87 77 73 71

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 35 400 160 120 97 83 71 68 66 60 54

5 35 270 150 110 94 83 70 68 64 59 54

6 34 240 150 110 90 80 69 69 63 58 53

7 34 230 150 110 89 79 69 68 64 57 51

8 35 210 140 110 90 81 69 67 64 58 54

9 35 190 140 110 90 80 68 67 63 55 54

10 34 170 130 110 90 79 71 65 61 55 54

11 34 180 130 100 88 77 70 65 61 55 54

12 34 180 130 100 86 76 69 67 61 55 55

1 34 180 130 100 85 76 69 66 62 56 54

2 34 170 120 98 84 74 69 65 61 55 54

3 440 160 120 96 84 73 69 65 60 55 53

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 35 390 160 110 86 71 63 58 55 52 46

5 35 270 160 110 85 71 62 58 54 51 46

6 34 250 150 110 82 69 62 58 54 51 46

7 34 240 150 110 82 68 61 57 54 50 45

8 34 220 150 100 81 68 61 57 54 51 48

9 36 210 140 100 80 67 60 57 54 48 49

10 35 200 130 95 78 67 61 56 53 48 49

11 35 190 130 93 77 66 61 56 53 48 49

12 35 190 130 92 75 65 60 56 53 47 49

1 35 180 120 91 74 65 60 55 53 47 49

2 35 180 120 89 73 64 59 54 53 47 48

3 410 170 120 87 72 63 58 55 52 47 48

MP12の空気吸収線量率

MP13の空気吸収線量率

MP14の空気吸収線量率
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nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 37 390 160 120 96 79 71 65 61 59 53

5 36 280 160 120 93 80 70 65 61 59 53

6 36 250 150 110 90 77 69 65 60 58 53

7 36 240 150 110 89 76 69 64 61 56 51

8 36 220 140 110 90 77 68 63 62 58 54

9 37 200 140 110 88 74 66 63 60 54 54

10 36 190 130 100 86 75 66 63 60 54 54

11 37 190 130 100 85 73 66 63 60 54 54

12 37 180 130 100 83 73 66 63 61 54 54

1 36 180 130 99 82 73 66 61 61 53 54

2 37 170 130 96 80 72 66 61 60 54 54

3 390 170 120 96 80 71 65 61 59 54 54

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 32 280 130 94 78 66 57 53 51 48 44

5 32 200 120 92 76 66 57 53 51 48 43

6 31 180 120 89 74 64 56 54 50 47 43

7 31 170 120 88 73 63 56 53 51 46 42

8 32 170 120 88 74 65 56 53 52 48 44

9 33 160 110 85 73 63 55 53 50 45 44

10 32 150 110 82 71 62 55 52 49 45 43

11 32 150 110 82 70 60 55 52 49 45 43

12 32 140 100 81 68 59 54 52 49 44 43

1 32 140 100 80 68 60 54 50 49 44 43

2 32 140 99 78 67 58 54 50 48 44 43

3 290 130 97 78 66 58 53 52 48 44 43

MP16の空気吸収線量率

MP15の空気吸収線量率nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 33 730 270 190 150 120 100 92 89 77 72

5 33 560 260 190 150 120 100 93 86 76 72

6 33 510 250 180 140 110 100 94 84 74 72

7 33 450 240 180 140 110 100 92 87 71 68

8 33 400 240 180 140 120 100 91 88 76 73

9 34 370 230 180 140 110 96 90 82 76 74

10 33 340 220 170 140 110 96 88 79 75 72

11 34 330 220 160 130 110 95 88 78 75 73

12 34 320 220 160 130 110 94 88 78 74 73

1 34 320 210 160 120 110 94 85 80 73 73

2 34 300 210 150 120 100 94 86 77 74 72

3 690 280 200 150 120 100 92 87 77 73 71

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 35 400 160 120 97 83 71 68 66 60 54

5 35 270 150 110 94 83 70 68 64 59 54

6 34 240 150 110 90 80 69 69 63 58 53

7 34 230 150 110 89 79 69 68 64 57 51

8 35 210 140 110 90 81 69 67 64 58 54

9 35 190 140 110 90 80 68 67 63 55 54

10 34 170 130 110 90 79 71 65 61 55 54

11 34 180 130 100 88 77 70 65 61 55 54

12 34 180 130 100 86 76 69 67 61 55 55

1 34 180 130 100 85 76 69 66 62 56 54

2 34 170 120 98 84 74 69 65 61 55 54

3 440 160 120 96 84 73 69 65 60 55 53

nGy/h
(月/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 35 390 160 110 86 71 63 58 55 52 46

5 35 270 160 110 85 71 62 58 54 51 46

6 34 250 150 110 82 69 62 58 54 51 46

7 34 240 150 110 82 68 61 57 54 50 45

8 34 220 150 100 81 68 61 57 54 51 48

9 36 210 140 100 80 67 60 57 54 48 49

10 35 200 130 95 78 67 61 56 53 48 49

11 35 190 130 93 77 66 61 56 53 48 49

12 35 190 130 92 75 65 60 56 53 47 49

1 35 180 120 91 74 65 60 55 53 47 49

2 35 180 120 89 73 64 59 54 53 47 48

3 410 170 120 87 72 63 58 55 52 47 48

MP12の空気吸収線量率

MP13の空気吸収線量率

MP14の空気吸収線量率
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(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.057 0.46 0.27 0.19 0.16 0.14 0.13 0.12 0.11 0.11 0.092
2 0.056 0.34 0.25 0.16 0.14 0.13 0.12 0.11 0.10 0.098 0.095
3 0.061 0.32 0.25 0.19 0.16 0.14 0.12 0.11 0.11 0.10 0.11
4 0.19 0.31 0.20 0.17 0.14 0.13 0.12 0.11 0.10 0.10 0.099
計 0.36 1.4 0.97 0.71 0.60 0.54 0.49 0.45 0.42 0.41 0.40

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.065 0.61 0.37 0.31 0.25 0.21 0.19 0.17 0.16 0.15 0.13
2 0.066 0.48 0.34 0.26 0.23 0.21 0.18 0.16 0.15 0.14 0.13
3 0.067 0.44 0.34 0.28 0.23 0.22 0.18 0.17 0.16 0.14 0.14
4 0.28 0.43 0.30 0.25 0.21 0.20 0.18 0.16 0.15 0.14 0.14
計 0.48 2.0 1.4 1.1 0.92 0.84 0.73 0.66 0.62 0.57 0.54

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.063 0.49 0.30 0.22 0.19 0.17 0.15 0.14 0.12 0.12 0.11
2 0.064 0.38 0.28 0.20 0.18 0.16 0.14 0.13 0.12 0.12 0.11
3 0.065 0.29 0.27 0.22 0.18 0.16 0.15 0.14 0.13 0.11 0.11
4 0.23 0.36 0.24 0.20 0.17 0.16 0.15 0.13 0.13 0.12 0.12
計 0.42 1.5 1.1 0.84 0.72 0.65 0.59 0.54 0.50 0.47 0.45

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.058 1.1 0.56 0.40 0.34 0.28 0.25 0.22 0.20 0.19 0.17
2 0.063 0.88 0.54 0.38 0.33 0.28 0.25 0.22 0.20 0.19 0.18
3 0.060 0.76 0.50 0.38 0.31 0.26 0.23 0.22 0.20 0.17 0.17
4 0.40 0.73 0.45 0.37 0.29 0.27 0.24 0.21 0.20 0.18 0.19
計 0.58 3.5 2.1 1.5 1.3 1.1 0.97 0.87 0.80 0.73 0.71

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.064 1.7 1.4 1.1 0.90 0.74 0.64 0.56 0.50 0.45 0.38
2 0.067 1.7 1.4 0.99 0.86 0.69 0.61 0.54 0.47 0.43 0.38
3 0.066 1.7 1.3 1.1 0.85 0.70 0.60 0.55 0.47 0.40 0.39
4 0.52 1.7 1.2 0.99 0.76 0.68 0.60 0.53 0.46 0.39 0.39
計 0.72 6.8 5.3 4.2 3.4 2.8 2.5 2.2 1.9 1.7 1.5

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.069 0.95 0.57 0.44 0.37 0.30 0.27 0.24 0.22 0.21 0.18
2 0.071 0.81 0.54 0.41 0.35 0.29 0.26 0.23 0.21 0.20 0.19
3 0.072 0.71 0.52 0.42 0.35 0.29 0.26 0.24 0.22 0.19 0.19
4 0.35 0.72 0.49 0.40 0.32 0.28 0.26 0.23 0.22 0.20 0.20
計 0.56 3.2 2.1 1.7 1.4 1.2 1.1 0.94 0.87 0.80 0.76

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.054 0.81 0.53 0.40 0.33 0.28 0.24 0.21 0.19 0.18 0.16
2 0.058 0.73 0.51 0.37 0.31 0.26 0.23 0.21 0.19 0.18 0.17
3 0.057 0.67 0.47 0.38 0.31 0.26 0.23 0.21 0.19 0.17 0.17
4 0.28 0.66 0.43 0.36 0.28 0.25 0.22 0.20 0.19 0.17 0.17
計 0.45 2.9 1.9 1.5 1.2 1.1 0.92 0.83 0.76 0.70 0.67

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.068 0.56 0.33 0.25 0.21 0.18 0.17 0.15 0.13 0.13 0.11
2 0.073 0.44 0.31 0.23 0.20 0.17 0.16 0.14 0.13 0.12 0.11
3 0.078 0.41 0.29 0.24 0.20 0.17 0.16 0.15 0.14 0.12 0.12
4 0.25 0.39 0.26 0.22 0.18 0.17 0.15 0.15 0.14 0.12 0.12
計 0.47 1.8 1.2 0.94 0.79 0.69 0.64 0.59 0.54 0.49 0.46

⑧地点の積算線量 mGy/91日

mGy/91日

⑥地点の積算線量 mGy/91日

⑦地点の積算線量 mGy/91日

mGy/91日①地点の積算線量

②地点の積算線量 mGy/91日

③地点の積算線量 mGy/91日

④地点の積算線量 mGy/91日

⑤地点の積算線量
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(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.065 0.64 0.39 0.30 0.25 0.21 0.19 0.18 0.16 0.15 0.13
2 0.065 0.50 0.35 0.26 0.23 0.19 0.18 0.16 0.15 0.14 0.13
3 0.070 0.47 0.35 0.29 0.24 0.21 0.18 0.17 0.16 0.14 0.14
4 0.27 0.45 0.30 0.27 0.21 0.20 0.17 0.16 0.15 0.13 0.14
計 0.47 2.1 1.4 1.1 0.93 0.81 0.72 0.67 0.62 0.56 0.54

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.057 0.49 0.28 0.22 0.19 0.16 0.15 0.13 0.12 0.12 0.11
2 0.060 0.40 0.27 0.20 0.17 0.15 0.14 0.12 0.12 0.11 0.11
3 0.066 0.36 0.25 0.21 0.17 0.15 0.14 0.13 0.12 0.11 0.11
4 0.22 0.36 0.24 0.20 0.16 0.15 0.13 0.12 0.12 0.11 0.11
計 0.40 1.6 1.0 0.83 0.69 0.61 0.56 0.50 0.48 0.45 0.44

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.052 0.76 0.48 0.36 0.29 0.25 0.23 0.20 0.20 0.19 0.17
2 0.055 0.65 0.45 0.34 0.28 0.24 0.22 0.19 0.19 0.18 0.17
3 0.055 0.60 0.44 0.33 0.28 0.24 0.21 0.19 0.20 0.18 0.18
4 0.26 0.58 0.39 0.32 0.25 0.23 0.20 0.18 0.19 0.17 0.18
計 0.42 2.6 1.8 1.4 1.1 0.96 0.86 0.76 0.78 0.72 0.70

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.076 0.56 0.31 0.25 0.21 0.18 0.17 0.15 0.14 0.14 0.13
2 0.077 0.45 0.30 0.22 0.19 0.17 0.15 0.14 0.13 0.13 0.12
3 0.088 0.42 0.28 0.23 0.19 0.17 0.15 0.15 0.14 0.13 0.13
4 0.23 0.39 0.26 0.21 0.18 0.17 0.15 0.13 0.14 0.13 0.13
計 0.47 1.8 1.2 0.91 0.77 0.69 0.62 0.57 0.55 0.53 0.51

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.082 0.62 0.38 0.29 0.25 0.22 0.21 0.18 0.17 0.18 0.17
2 0.081 0.48 0.35 0.26 0.23 0.20 0.19 0.17 0.17 0.17 0.16
3 0.090 0.46 0.35 0.28 0.24 0.21 0.20 0.18 0.19 0.18 0.17
4 0.31 0.43 0.30 0.25 0.22 0.20 0.19 0.16 0.18 0.17 0.17
計 0.56 2.0 1.4 1.1 0.94 0.83 0.79 0.69 0.71 0.70 0.67

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.058 1.0 0.66 0.47 0.39 0.29 0.27 0.24 0.21 0.21 0.18
2 0.058 0.85 0.58 0.43 0.35 0.28 0.26 0.23 0.21 0.20 0.18
3 0.066 0.80 0.57 0.43 0.35 0.27 0.25 0.23 0.21 0.19 0.19
4 0.38 0.76 0.51 0.41 0.31 0.29 0.24 0.22 0.22 0.19 0.19
計 0.56 3.4 2.3 1.7 1.4 1.1 1.0 0.92 0.85 0.79 0.74

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.071 0.25 0.15 0.13 0.12 0.11 0.10 0.093 0.086 0.088 0.084
2 0.072 0.19 0.14 0.11 0.10 0.096 0.093 0.084 0.078 0.082 0.080
3 0.081 0.18 0.14 0.12 0.12 0.11 0.10 0.091 0.091 0.084 0.085
4 0.15 0.17 0.13 0.12 0.10 0.099 0.091 0.081 0.087 0.079 0.085
計 0.37 0.79 0.56 0.48 0.44 0.42 0.38 0.35 0.34 0.33 0.33

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.055 0.31 0.18 0.14 0.13 0.11 0.10 0.093 0.084 0.086 0.081
2 0.057 0.23 0.16 0.12 0.11 0.096 0.091 0.086 0.080 0.082 0.079
3 0.062 0.22 0.16 0.13 0.12 0.11 0.10 0.091 0.092 0.083 0.084
4 0.17 0.20 0.14 0.12 0.10 0.098 0.090 0.083 0.087 0.079 0.082
計 0.34 0.96 0.64 0.51 0.46 0.41 0.38 0.35 0.34 0.33 0.33

⑮地点の積算線量 mGy/91日

⑯地点の積算線量 mGy/91日

⑫地点の積算線量 mGy/91日

⑬地点の積算線量 mGy/91日

⑭地点の積算線量 mGy/91日

⑩地点の積算線量 mGy/91日

⑪地点の積算線量 mGy/91日

mGy/91日⑨地点の積算線量
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(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.083 0.22 0.17 0.15 0.14 0.13 0.13 0.12 0.11 0.12 0.11
2 0.081 0.19 0.16 0.13 0.12 0.12 0.12 0.11 0.11 0.11 0.11
3 0.091 0.20 0.17 0.15 0.14 0.13 0.13 0.12 0.12 0.11 0.12
4 0.14 0.19 0.14 0.13 0.12 0.13 0.12 0.12 0.12 0.11 0.11
計 0.40 0.80 0.64 0.56 0.52 0.51 0.50 0.47 0.46 0.45 0.45

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014
1 0.068 0.41 0.23 0.19 （廃止）

2 0.068 0.28 0.20 0.17
3 0.081 0.28 0.22 0.18
4 0.21 0.26 0.19 0.16
計 0.43 1.2 0.84 0.70

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.053 0.57 0.37 0.30 0.24 0.20 0.18 0.16 0.15 0.14 0.12
2 0.058 0.46 0.32 0.25 0.21 0.18 0.17 0.15 0.13 0.13 0.12
3 0.060 0.44 0.32 0.27 0.22 0.19 0.17 0.15 0.15 0.13 0.13
4 0.25 0.41 0.29 0.24 0.20 0.19 0.16 0.15 0.14 0.13 0.13
計 0.42 1.9 1.3 1.1 0.87 0.76 0.68 0.61 0.57 0.53 0.50

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.057 0.51 0.28 0.21 0.18 0.16 0.15 0.13 0.12 0.12 0.10
2 0.058 0.39 0.26 0.19 0.17 0.14 0.13 0.12 0.11 0.11 0.10
3 0.064 0.36 0.27 0.21 0.17 0.15 0.14 0.13 0.12 0.11 0.11
4 0.24 0.33 0.24 0.19 0.15 0.15 0.13 0.12 0.12 0.11 0.11
計 0.42 1.6 1.1 0.80 0.67 0.60 0.55 0.50 0.47 0.45 0.42

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
1 0.056 0.92 0.52 0.41 0.32 0.25 0.22 0.22
2 0.072 0.70 0.47 0.35 0.28 0.23 0.17 0.21
3 0.064 0.71 0.44 0.34 0.27 0.23 0.25 0.18
4 0.32 0.61 0.42 0.31 0.26 0.23 0.22 （廃止）

計 0.51 2.9 1.9 1.4 1.1 0.94 0.86

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.055 1.2 0.70 0.53 0.42 0.34 0.30 0.26 0.23 0.20 0.19
2 0.070 0.97 0.60 0.46 0.38 0.33 0.29 0.26 0.22 0.20 0.18
3 0.069 0.93 0.59 0.46 0.36 0.32 0.29 0.25 0.22 0.20 0.20
4 0.38 0.80 0.54 0.43 0.34 0.32 0.27 0.25 0.23 0.19 0.20
計 0.57 3.9 2.4 1.9 1.5 1.3 1.2 1.0 0.90 0.79 0.77

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.060 0.75 0.47 0.38 0.31 0.25 0.22 0.20 0.17 0.17 0.15
2 0.072 0.60 0.42 0.32 0.27 0.23 0.21 0.19 0.16 0.15 0.14
3 0.069 0.57 0.41 0.33 0.27 0.23 0.21 0.19 0.17 0.15 0.16
4 0.26 0.51 0.38 0.30 0.25 0.22 0.19 0.18 0.17 0.15 0.15
計 0.46 2.4 1.7 1.3 1.1 0.93 0.83 0.76 0.67 0.62 0.60

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.058 0.76 0.48 0.37 0.29 0.24 0.22 0.19 0.16 0.16 0.14
2 0.072 0.62 0.44 0.32 0.27 0.23 0.21 0.18 0.15 0.15 0.13
3 0.063 0.57 0.41 0.33 0.26 0.23 0.20 0.19 0.17 0.15 0.15
4 0.27 0.52 0.39 0.30 0.25 0.23 0.19 0.17 0.17 0.15 0.15
計 0.46 2.5 1.7 1.3 1.1 0.93 0.82 0.73 0.65 0.61 0.57

㉒地点の積算線量 mGy/91日

㉓地点の積算線量 mGy/91日

㉔地点の積算線量 mGy/91日

⑲地点の積算線量 mGy/91日

⑳地点の積算線量 mGy/91日

㉑地点の積算線量 mGy/91日

⑱地点の積算線量 mGy/91日

mGy/91日⑰地点の積算線量
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(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.061 1.5 0.97 0.73 0.62 0.47 0.42 0.36 0.30 0.28 0.25
2 0.073 1.3 0.88 0.64 0.54 0.44 0.39 0.34 0.29 0.27 0.24
3 0.069 1.1 0.81 0.69 0.54 0.44 0.40 0.33 0.31 0.28 0.27
4 0.45 1.1 0.77 0.60 0.50 0.44 0.36 0.32 0.30 0.26 0.26
計 0.65 5.0 3.4 2.7 2.2 1.8 1.6 1.4 1.2 1.1 1.0

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.059 0.99 0.26 0.19 0.16 0.14 0.12 0.12 0.10 0.10 0.098
2 0.069 0.81 0.22 0.17 0.16 0.14 0.13 0.12 0.10 0.10 0.099
3 0.063 0.72 0.20 0.17 0.14 0.13 0.12 0.12 0.11 0.10 0.10
4 0.37 0.71 0.20 0.16 0.14 0.14 0.12 0.11 0.11 0.11 0.11
計 0.56 3.2 0.88 0.69 0.60 0.55 0.49 0.47 0.42 0.41 0.41

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.080 0.22 0.15 0.14 0.13 0.12 0.11 0.11 0.10 0.11 0.095
2 0.093 0.18 0.15 0.13 0.12 0.11 0.11 0.11 0.10 0.097 0.094
3 0.084 0.17 0.14 0.13 0.12 0.11 0.12 0.11 0.11 0.11 0.096
4 0.15 0.18 0.14 0.13 0.12 0.12 0.11 0.11 0.11 0.10 0.10
計 0.41 0.75 0.58 0.53 0.49 0.46 0.45 0.44 0.42 0.42 0.39

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.058 0.30 0.18 0.14 0.13 0.11 0.095 0.095 0.085 0.087 0.081
2 0.062 0.23 0.16 0.13 0.12 0.10 0.094 0.086 0.081 0.081 0.077
3 0.064 0.22 0.17 0.14 0.11 0.10 0.10 0.090 0.090 0.083 0.084
4 0.17 0.21 0.14 0.12 0.11 0.097 0.092 0.087 0.090 0.083 0.084
計 0.35 0.96 0.65 0.53 0.47 0.41 0.38 0.36 0.35 0.33 0.33

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.053 0.40 0.21 0.16 0.14 0.12 0.10 0.098 0.086 0.092 0.082
2 0.062 0.29 0.19 0.15 0.13 0.11 0.099 0.094 0.082 0.086 0.076
3 0.060 0.25 0.18 0.15 0.12 0.11 0.11 0.097 0.095 0.088 0.086
4 0.19 0.23 0.17 0.13 0.11 0.11 0.10 0.087 0.090 0.084 0.085
計 0.37 1.2 0.75 0.59 0.50 0.45 0.41 0.38 0.35 0.35 0.33

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.047 1.1 0.60 0.43 0.35 0.28 0.24 0.21 0.18 0.18 0.16
2 0.053 0.82 0.52 0.39 0.30 0.25 0.21 0.20 0.17 0.16 0.14
3 0.051 0.73 0.49 0.39 0.30 0.25 0.23 0.20 0.19 0.17 0.16
4 0.40 0.69 0.44 0.35 0.28 0.25 0.20 0.19 0.18 0.16 0.16
計 0.55 3.3 2.1 1.6 1.2 1.0 0.88 0.80 0.72 0.67 0.62

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
1 0.074 0.51 0.21 0.18 0.17 0.14 0.13 0.12 0.11 0.10 0.10
2 0.079 0.27 0.20 0.16 0.15 0.14 0.12 0.11 0.10 0.11 0.099
3 0.078 0.23 0.19 0.17 0.15 0.13 0.13 0.12 0.11 0.10 0.10
4 0.21 0.23 0.18 0.16 0.14 0.14 0.12 0.11 0.11 0.11 0.11
計 0.44 1.2 0.78 0.67 0.61 0.55 0.50 0.46 0.43 0.42 0.41

(四半期/年度) 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
1 0.085 0.24 0.16 0.15 0.14 0.12 （廃止）

2 0.093 0.21 0.16 0.14 0.14 0.14
3 0.090 0.19 0.15 0.14 0.13 0.12
4 0.15 0.18 0.15 0.14 0.14 0.14
計 0.42 0.82 0.62 0.57 0.55 0.52

㉜地点の積算線量 mGy/91日

㉙地点の積算線量 mGy/91日

㉚地点の積算線量 mGy/91日

㉛地点の積算線量 mGy/91日

㉖地点の積算線量 mGy/91日

㉗地点の積算線量 mGy/91日

㉘地点の積算線量 mGy/91日

mGy/91日㉕地点の積算線量
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付録4  大気塵埃の結果
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This is a blank page. 



This is a blank page. 

mBq/m3

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
3※1 <0.55 9.2 <0.50 1100 7100 1700 260 1700 38

4※2 <0.12 1.4 0.11 15 50 99 2.1 95 <1.5

5※2 <0.087 0.46 <0.076 5.6 2.0 44 <0.24 46 <1.1

6※2 <0.047 0.041 <0.029 2.4 <0.38 12 <0.084 13 <0.55

7 <0.027 <0.036 <0.014 0.98 <0.27 1.5 <0.059 1.6 <0.32

8 <0.014 <0.011 <0.0094 <0.38 <0.070 1.1 <0.023 1.2 <0.12

9 <0.011 <0.012 <0.0066 <0.27 <0.039 0.29 <0.016 0.32 <0.070

10 <0.016 <0.018 <0.0094 <0.38 <0.086 1.3 <0.024 1.5 <0.14

11 <0.017 <0.011 <0.012 <0.39 <0.069 4.0 <0.023 4.9 <0.13

12 <0.013 <0.0087 <0.0085 <0.32 <0.049 1.8 <0.018 2.2 <0.099

1 <0.012 <0.0092 <0.0079 <0.33 <0.067 0.76 <0.022 0.97 <0.11

2 <0.012 <0.0087 <0.0069 <0.26 <0.041 0.54 <0.014 0.73 <0.079

3 <0.011 <0.0069 <0.0077 <0.26 <0.028 0.93 <0.012 1.3 <0.060

mBq/m3

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 2.1 2.1 1.0 0.19 0.26 0.21 0.24 0.15 0.14

5 12 0.62 1.6 0.38 0.22 0.18 0.10 0.079 0.066

6 6.1 0.24 0.11 0.24 0.096 0.093 0.042 0.029 0.016

7 0.93 1.1 0.088 0.78 0.10 0.074 0.073 0.10 0.0090

8 1.8 0.62 0.065 0.56 0.096 0.069 0.19 0.061 0.021

9 0.24 0.15 0.28 0.13 0.15 0.13 0.077 0.068 0.088

10 0.14 0.23 0.30 0.091 0.28 0.11 0.14 0.13 0.041

11 0.15 0.73 0.27 0.26 0.26 0.15 0.077 0.72 0.055

12 0.34 0.41 0.35 0.068 0.15 0.16 0.17 0.25 0.012

1 0.36 0.36 0.27 0.21 0.48 0.24 0.13 0.14 0.026

2 1.7 0.42 0.14 0.28 0.34 0.21 0.098 0.35 0.15

3 6.5 0.69 0.29 0.69 0.54 0.54 0.19 0.15 0.088

mBq/m3

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 1.4 1.1 0.41 0.059 0.043 0.022 0.027 0.016 0.011

5 8.0 0.32 0.63 0.11 0.045 0.030 0.013 0.0067 0.0062

6 4.1 0.12 0.046 0.060 0.022 0.015 <0.0061 <0.0071 <0.0056

7 0.6 0.57 0.030 0.21 0.024 0.0087 0.013 0.0094 <0.0053

8 1.10 0.30 0.020 0.14 0.020 0.0098 0.022 <0.0068 <0.0054

9 0.2 0.071 0.10 0.034 0.027 0.016 0.0080 0.0083 0.0064

10 0.09 0.10 0.10 0.021 0.048 <0.0058 0.016 0.0087 <0.0046

11 0.10 0.33 0.086 0.059 0.051 0.019 0.0074 0.046 0.0056

12 0.19 0.18 0.12 0.016 0.029 0.020 0.016 0.016 <0.0056

1 0.20 0.15 0.089 0.048 0.082 0.031 0.012 0.0075 <0.0054

2 0.97 0.16 0.044 0.068 0.056 0.023 0.0071 0.024 0.010

3 3.5 0.27 0.086 0.15 0.091 0.063 0.016 0.011 <0.0061

※1　この他に132Te,99Mo,99mTc,132I,129Teを検出
※2　この他に129Teを検出

MP2の大気塵埃中の137Cs濃度(2012-2020年度)

MP2の大気塵埃中の134Cs濃度(2012-2020年度)

MP2の大気塵埃中の核種濃度(2010年度3月-2011年度)
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mBq/m3

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
     3※1 <0.55 9.6 <0.46 1100 6900 1700 270 1700 43

    4※2 <0.13 1.6 <0.12 17 52 110 2.1 100 1.7

    5※2 <0.055 0.32 <0.033 1.7 1.7 17 <0.16 18 <0.72

    6※2 <0.038 <0.048 <0.031 3.1 <0.30 4.9 <0.071 5.3 <0.43

7 <0.022 <0.018 <0.013 <0.64 <0.31 1.2 <0.061 1.2 <0.31

8 <0.015 <0.019 <0.010 <0.40 <0.080 1.1 <0.024 1.3 <0.13

9 <0.012 <0.0081 <0.0075 <0.30 ＜0.053 0.39 <0.019 0.44 <0.091

10 <0.015 <0.018 <0.0087 <0.35 <0.084 0.93 <0.023 1.1 <0.13

11 <0.012 <0.0087 <0.0073 <0.27 <0.047 0.89 <0.017 1.1 <0.085

12 <0.010 <0.0075 <0.0064 <0.24 <0.036 0.40 <0.014 0.50 <0.071

1 <0.011 <0.013 <0.0068 <0.26 <0.045 0.41 <0.017 0.54 <0.084

2 <0.011 <0.0074 <0.0072 <0.26 <0.030 0.45 <0.014 0.59 <0.063

3 <0.039 <0.029 <0.026 <1.0 <0.33 28 <0.076 38 <0.49

mBq/m3

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.75 0.96 0.21 0.093 0.14 0.17 0.15 0.058 0.042

5 5.4 0.72 0.24 0.29 0.18 0.089 0.046 0.032 0.042

6 3.1 0.17 0.18 0.17 0.10 0.068 0.026 0.015 <0.0075

7 0.66 0.28 0.078 0.070 0.026 0.032 0.018 <0.0075 0.012

8 0.19 0.78 0.047 0.087 0.021 0.017 0.021 <0.0066 <0.0072

9 0.083 0.56 0.090 0.058 0.019 0.014 0.0098 <0.0071 0.012

10 0.18 0.16 0.18 0.10 0.029 0.012 0.045 0.011 0.017

11 0.27 0.15 0.15 0.17 0.054 0.040 0.022 0.022 0.044

12 0.17 0.16 0.24 0.24 0.20 0.091 0.036 0.015 0.029

1 0.087 0.34 0.11 0.32 0.15 0.079 0.089 0.012 0.019

2 0.77 0.14 0.092 0.098 0.33 0.10 0.081 0.020 0.12

3 1.8 0.45 0.28 0.15 0.10 0.17 0.13 0.062 0.076

mBq/m3

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.52 0.51 0.084 0.025 0.026 0.013 0.017 0.0058 <0.0050

5 3.7 0.36 0.095 0.077 0.034 0.015 0.0074 <0.0051 <0.0057

6 2.1 0.086 0.063 0.043 0.027 0.011 <0.0063 <0.0067 <0.0051

7 0.45 0.15 0.027 0.017 0.0073 <0.0071 <0.0060 <0.0062 <0.0051

8 0.12 0.38 0.013 0.025 <0.0069 <0.0058 <0.0043 <0.0049 <0.0051

9 0.060 0.26 0.037 0.015 <0.0062 <0.0060 <0.0063 <0.0054 <0.0051

10 0.11 0.074 0.059 0.027 0.0088 <0.0063 0.0046 <0.0064 <0.0044

11 0.16 0.064 0.050 0.043 0.013 <0.0062 <0.0051 <0.0059 <0.0046

12 0.093 0.069 0.084 0.059 0.038 <0.0061 0.0061 <0.0050 <0.0050

1 0.051 0.14 0.034 0.062 0.027 0.011 <0.0075 <0.0060 <0.0057

2 0.43 0.054 0.029 0.028 0.059 0.011 0.0095 0.0063 0.0083

3 1.0 0.17 0.088 0.033 0.016 0.021 0.016 0.0068 0.0081

※1　この他に132Te,99Mo,99mTc,132I,129Teを検出
※2　この他に129Teを検出

MP6の大気塵埃中の134Cs濃度(2012-2020年度)

MP6の大気塵埃中の137Cs濃度(2012-2020年度)

MP6の大気塵埃中の核種濃度(2010年度3月-2011年度)
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mBq/m3

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
    3※1 <0.79 14 <0.66 1200 9700 2300 350 2300 47

   4※2 <0.13 1.6 <0.12 18 60 110 2.6 110 <1.9

   5※2 <0.061 0.36 <0.054 4.0 1.4 22 0.11 24 <0.61

   6※2 <0.022 0.055 <0.014 1.0 <0.096 1.6 <0.034 1.7 <0.17

   7※3 <0.024 0.041 <0.013 <0.63 <0.28 1.4 <0.057 1.4 <0.32

8 <0.018 <0.014 <0.011 <0.49 <0.10 0.41 <0.030 0.48 <0.16

9 <0.019 <0.014 <0.012 <0.51 <0.11 0.86 <0..035 0.94 <0.17

10 <0.022 <0.030 <0.013 <0.57 <0.18 0.17 <0.059 0.19 <0.22

11 <0.020 <0.024 <0.011 <0.43 <0.083 0.28 <0.029 0.35 <0.14

12 <0.016 <0.012 <0.0096 <0.41 <0.047 0.11 <0.022 0.13 <0.092

1 <0.018 <0.013 <0.012 <0.40 <0.047 0.082 <0.021 0.10 <0.091

2 <0.017 <0.012 <0.012 <0.41 <0.042 0.15 <0.020 0.24 <0.084

3 <0.014 <0.012 <0.011 <0.36 <0.033 0.073 <0.015 0.17 <0.076

mBq/m3

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.26 0.15 0.18 0.14 0.068 0.20 0.41 0.13 0.13

5 0.65 0.15 0.093 0.64 0.031 0.11 0.020 0.078 0.061

6 0.079 0.051 0.054 0.26 0.17 0.025 0.014 0.026 0.021

7 0.17 0.32 0.39 0.13 0.021 0.032 0.040 0.035 0.12

8 0.20 0.064 0.23 0.068 0.17 0.029 0.065 0.098 0.14

9 0.19 0.075 0.12 0.15 0.040 0.027 0.10 0.073 0.20

10 0.33 0.12 0.15 0.086 0.18 0.024 0.13 0.11 0.37

11 0.28 2.1 0.32 0.045 0.34 0.037 0.12 0.080 0.32

12 0.56 0.42 0.81 0.13 0.083 0.089 0.052 0.34 0.46

1 0.66 0.18 0.38 0.093 0.082 0.18 0.13 0.38 0.28

2 1.1 0.60 0.36 0.071 0.33 0.21 0.10 0.12 0.11

3 0.76 0.25 0.39 0.098 0.11 0.14 0.23 0.045 0.11

mBq/m3

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.10 0.076 0.063 0.042 0.017 0.022 0.035 0.011 <0.0096

5 0.45 0.058 0.047 0.20 <0.012 0.015 <0.010 <0.0094 <0.0099

6 <0.028 0.031 0.025 0.072 0.030 <0.0099 <0.010 <0.010 <0.0074

7 0.11 0.16 0.13 0.034 <0.011 <0.013 <0.011 <0.0089 0.0077

8 0.11 0.033 0.091 0.019 0.033 <0.0095 <0.0072 <0.0090 0.014

9 0.13 <0.024 0.043 0.044 <0.010 <0.0097 0.016 <0.011 0.011

10 0.20 0.056 0.040 0.024 0.036 <0.010 0.015 0.011 0.026

11 0.18 0.92 0.10 0.018 0.064 <0.010 0.014 0.011 0.016

12 0.35 0.18 0.27 0.026 0.020 <0.011 <0.0096 0.023 0.026

1 0.39 0.083 0.12 0.018 0.014 0.024 0.014 0.018 0.011

2 0.63 0.24 0.12 0.019 0.051 0.021 0.016 0.014 <0.0091

3 0.42 0.11 0.12 0.027 0.026 <0.011 0.017 <0.0093 <0.0097

※1　この他に132Te,99Mo,99mTc,132I,129Teを検出
※2　この他に129Teを検出
※3　この他に125Sbを検出

MS3の大気塵埃中の137Cs濃度(2012-2020年度)

MS3の大気塵埃中の134Cs濃度(2012-2020年度)

MS3の大気塵埃中の核種濃度(2010年度3月-2011年度)mBq/m3

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
     3※1 <0.55 9.6 <0.46 1100 6900 1700 270 1700 43

    4※2 <0.13 1.6 <0.12 17 52 110 2.1 100 1.7

    5※2 <0.055 0.32 <0.033 1.7 1.7 17 <0.16 18 <0.72

    6※2 <0.038 <0.048 <0.031 3.1 <0.30 4.9 <0.071 5.3 <0.43

7 <0.022 <0.018 <0.013 <0.64 <0.31 1.2 <0.061 1.2 <0.31

8 <0.015 <0.019 <0.010 <0.40 <0.080 1.1 <0.024 1.3 <0.13

9 <0.012 <0.0081 <0.0075 <0.30 ＜0.053 0.39 <0.019 0.44 <0.091

10 <0.015 <0.018 <0.0087 <0.35 <0.084 0.93 <0.023 1.1 <0.13

11 <0.012 <0.0087 <0.0073 <0.27 <0.047 0.89 <0.017 1.1 <0.085

12 <0.010 <0.0075 <0.0064 <0.24 <0.036 0.40 <0.014 0.50 <0.071

1 <0.011 <0.013 <0.0068 <0.26 <0.045 0.41 <0.017 0.54 <0.084

2 <0.011 <0.0074 <0.0072 <0.26 <0.030 0.45 <0.014 0.59 <0.063

3 <0.039 <0.029 <0.026 <1.0 <0.33 28 <0.076 38 <0.49

mBq/m3

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.75 0.96 0.21 0.093 0.14 0.17 0.15 0.058 0.042

5 5.4 0.72 0.24 0.29 0.18 0.089 0.046 0.032 0.042

6 3.1 0.17 0.18 0.17 0.10 0.068 0.026 0.015 <0.0075

7 0.66 0.28 0.078 0.070 0.026 0.032 0.018 <0.0075 0.012

8 0.19 0.78 0.047 0.087 0.021 0.017 0.021 <0.0066 <0.0072

9 0.083 0.56 0.090 0.058 0.019 0.014 0.0098 <0.0071 0.012

10 0.18 0.16 0.18 0.10 0.029 0.012 0.045 0.011 0.017

11 0.27 0.15 0.15 0.17 0.054 0.040 0.022 0.022 0.044

12 0.17 0.16 0.24 0.24 0.20 0.091 0.036 0.015 0.029

1 0.087 0.34 0.11 0.32 0.15 0.079 0.089 0.012 0.019

2 0.77 0.14 0.092 0.098 0.33 0.10 0.081 0.020 0.12

3 1.8 0.45 0.28 0.15 0.10 0.17 0.13 0.062 0.076

mBq/m3

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.52 0.51 0.084 0.025 0.026 0.013 0.017 0.0058 <0.0050

5 3.7 0.36 0.095 0.077 0.034 0.015 0.0074 <0.0051 <0.0057

6 2.1 0.086 0.063 0.043 0.027 0.011 <0.0063 <0.0067 <0.0051

7 0.45 0.15 0.027 0.017 0.0073 <0.0071 <0.0060 <0.0062 <0.0051

8 0.12 0.38 0.013 0.025 <0.0069 <0.0058 <0.0043 <0.0049 <0.0051

9 0.060 0.26 0.037 0.015 <0.0062 <0.0060 <0.0063 <0.0054 <0.0051

10 0.11 0.074 0.059 0.027 0.0088 <0.0063 0.0046 <0.0064 <0.0044

11 0.16 0.064 0.050 0.043 0.013 <0.0062 <0.0051 <0.0059 <0.0046

12 0.093 0.069 0.084 0.059 0.038 <0.0061 0.0061 <0.0050 <0.0050

1 0.051 0.14 0.034 0.062 0.027 0.011 <0.0075 <0.0060 <0.0057

2 0.43 0.054 0.029 0.028 0.059 0.011 0.0095 0.0063 0.0083

3 1.0 0.17 0.088 0.033 0.016 0.021 0.016 0.0068 0.0081

※1　この他に132Te,99Mo,99mTc,132I,129Teを検出
※2　この他に129Teを検出

MP6の大気塵埃中の134Cs濃度(2012-2020年度)

MP6の大気塵埃中の137Cs濃度(2012-2020年度)

MP6の大気塵埃中の核種濃度(2010年度3月-2011年度)
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Bq/m2

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I※1 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
   3※1 <41 280 46 16000 290000 25000 4600 27000 700

   4※2 <2.5 22 33 490 3000 3300 190 3000 <340

   5※2 <0.68 6.1 3.3 120 250 510 4.0 500 <20

6 1.3 2.0 0.85 29 <20 120 <0.49 120 <3.3

 7 <0.34 <0.45 0.67 17 (打切り） 130 <1.1 140 <7.1

8 <0.24 <0.18 0.25 6.6 51 <0.51 56 <3.4

9 <0.22 <0.16 0.16 <6.0 60 <0.42 67 <2.6

10 <0.18 <0.14 <0.10 <5.0 22 <0.56 26 <3.1

11 <0.13 <0.14 <0.081 <3.0 7.4 <0.17 9.0 <0.82

12 <0.15 <0.11 <0.092 <3.7 18 <0.21 22 <1.2

1 <0.16 <0.12 <0.10 <4.3 23 <0.28 29 <1.7

2 <0.17 <0.12 <0.12 <4.5 34 <0.29 44 <1.6

3 <0.17 <0.14 <0.11 <4.5 27 <0.31 36 <1.8

Bq/m2

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 39 10 2.7 2.0 1.1 1.1 1.8 0.68 0.64

5 24 6.6 3.0 2.5 0.61 1.2 0.92 0.55 0.58

6 21 3.1 1.5 1.2 0.44 0.60 0.87 0.38 0.45

7 5.2 4.1 1.9 1.2 0.75 0.53 1.1 0.27 0.33

8 12 3.8 1.8 2.1 3.0 0.48 1.4 0.31 0.52

9 25 79 0.88 1.0 0.54 0.54 0.26 1.5 0.40

10 7.3 12 1.9 1.4 0.51 18 0.22 0.53 0.25

11 5.0 1.8 1.0 0.93 0.54 1.3 0.82 0.32 0.29

12 2.7 2.6 0.94 0.62 0.33 0.77 0.26 2.6 0.63

1 6.1 2.7 1.6 1.3 0.79 0.70 0.57 0.18 0.83

2 14 8.1 3.0 1.8 0.39 1.2 0.74 0.42 0.82

3 21 5.1 1.5 1.2 0.75 1.4 0.90 0.60 0.36

Bq/m2

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 29 5.6 1.1 0.53 0.21 0.15 0.23 <0.079 0.074

5 17 3.3 1.1 0.75 0.11 0.22 0.11 0.076 <0.065

6 15 1.5 0.57 0.33 0.098 0.097 0.11 <0.077 <0.062

7 3.6 2.0 0.64 0.28 0.17 <0.079 0.10 <0.078 0.068

8 8.2 1.8 0.65 0.52 0.60 <0.067 0.14 <0.062 <0.080

9 17 37 0.30 0.27 0.10 <0.074 <0.082 0.093 <0.056

10 4.5 5.4 0.58 0.33 0.094 2.2 <0.081 <0.068 <0.047

11 3.2 0.81 0.33 0.22 0.15 0.17 0.089 <0.077 <0.060

12 1.5 1.1 0.26 0.17 <0.085 <0.077 <0.065 0.20 <0.060

1 3.5 1.0 0.44 0.29 0.14 0.11 <0.077 <0.076 <0.062

2 8.0 3.3 0.92 0.39 <0.080 0.15 0.11 <0.061 0.064

3 12 2.0 0.39 0.25 0.16 0.14 0.11 <0.065 <0.055

※1　 直接測定による定量

※2　この他に125Sb,140Laを検出

降下物中の137Cs濃度（2012-2020年度）

降下物中の134Cs濃度（2012-2020年度）

降下物中の核種濃度(2010年度3月-2011年度)
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Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
5※1 <1.5 <1.2 1.7 140 140 890 9.2 910 <6.0

11 <2.0 <1.1 3.9 <41 - 1500 <1.1 1800 <9.9

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 2000 1400 550 930 970 860 760 790 530

11 940 1100 1100 1200 1900 650 660 1000 830

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 1400 700 200 250 180 130 81 62 30

11 570 470 340 270 320 81 60 69 41

Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
5※1 <1.0 <0.98 1.8 96 96 420 4.4 430 <4.0

11 <1.8 <1.1 2.0 <36 - 1200 <1.0 1500 <9.4

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 850 910 610 460 390 380 290 410 250

11 930 730 70 100 520 230 390 200 160

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 600 470 230 120 78 46 28 32 15

11 560 320 22 24 89 29 26 13 7.5

Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
11 <0.98 <0.95 <0.60 <19 250 <0.51 320 <3.9

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 250 100 320 200 420 1000 920 1800 530

11 300 16 160 260 360 1300 4200 770 1300

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 170 51 120 53 84 150 75 140 31

11 180 6.1 51 62 59 160 280 52 62

※1　直接測定による定量
※2　2011年5月は未採取

南地区グラウンドの土壌中の核種濃度（2011年度）

下太田の土壌中の134Cs濃度（2012-2020年度）

下太田の土壌中の137Cs濃度（2012-2020年度）

下太田の土壌中の核種濃度（2011年度）※2

処理場の土壌中の134Cs濃度（2012-2020年度）

処理場の土壌中の137Cs濃度（2012-2020年度）

処理場の土壌中の核種濃度（2011年度）

南地区グラウンドの土壌中の134Cs濃度（2012-2020年度）

南地区グラウンドの土壌中の137Cs濃度（2012-2020年度）
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Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
11 <1.5 <1.4 2.5 <29 1200 <0.83 1500 <6.9

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 1200 580 20 98 120 150 150 83 120

11 450 270 84 100 130 160 100 150 140

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 860 290 5.9 26 22 22 16 6.4 7.0

11 270 120 25 23 22 19 8.7 9.7 6.5

Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
11 <0.88 <0.91 <0.57 <18 230 <0.58 280 <3.9

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 250 290 380 170 210 88 40 210 160

11 430 78 100 240 140 31 160 120 140

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 170 150 140 44 41 11 3.8 16 9.2

11 250 31 30 54 22 3.0 12 7.9 6.9

※1　2011年5月は未採取

飛沢の土壌中の核種濃度（2011年度）※1

日中内の土壌中の134Cs濃度（2012-2020年度）

日中内の土壌中の137Cs濃度（2012-2020年度）

日中内の土壌中の核種濃度（2011年度）※1

飛沢の土壌中の134Cs濃度（2012-2020年度）

飛沢の土壌中の137Cs濃度（2012-2020年度）

JAEA-Data/Code 2024-017
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付録7 排水溝土砂の結果

Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
11 <1.5 <1.4 2.5 <29 1200 <0.83 1500 <6.9

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 1200 580 20 98 120 150 150 83 120

11 450 270 84 100 130 160 100 150 140

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 860 290 5.9 26 22 22 16 6.4 7.0

11 270 120 25 23 22 19 8.7 9.7 6.5

Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
11 <0.88 <0.91 <0.57 <18 230 <0.58 280 <3.9

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 250 290 380 170 210 88 40 210 160

11 430 78 100 240 140 31 160 120 140

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
5 170 150 140 44 41 11 3.8 16 9.2

11 250 31 30 54 22 3.0 12 7.9 6.9

※1　2011年5月は未採取

飛沢の土壌中の核種濃度（2011年度）※1

日中内の土壌中の134Cs濃度（2012-2020年度）

日中内の土壌中の137Cs濃度（2012-2020年度）

日中内の土壌中の核種濃度（2011年度）※1

飛沢の土壌中の134Cs濃度（2012-2020年度）

飛沢の土壌中の137Cs濃度（2012-2020年度）
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Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba
7 <0.44 <0.43 <0.33 <9.1 30 <0.24 34 <1.3

10 <0.42 <0.38 <0.31 <7.8 7.8 <0.22 9.5 <1.1

1 <0.56 <0.39 <0.29 <7.1 5.0 <0.22 6.1 <0.98

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 10 1.9 2.5 1.5 1.1 0.91 0.77 0.55 0.46

7 4.0 2.6 2.0 1.4 0.88 0.78 0.67 0.57 0.63

10 2.9 1.7 1.5 1.3 0.88 0.80 0.72 0.70 0.61

1 2.5 2.5 1.5 1.2 1.1 0.50 0.71 0.62 0.45

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 7.2 1.1 0.82 0.42 <0.29 0.31 <0.26 <0.25 <0.23

7 2.5 1.3 0.83 0.32 <0.26 <0.26 <0.26 <0.24 <0.23

10 1.8 0.55 0.40 0.25 0.29 <0.25 <0.27 <0.24 <0.22

1 1.1 0.85 0.43 0.30 <0.26 <0.27 <0.26 <0.22 <0.19

※1　2011年4月は未採取

排水溝土砂中の134Cs濃度（2012-2020年度）

排水溝土砂中の137Cs濃度（2012-2020年度）

排水溝土砂中の核種濃度（2011年度）※1
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Bq/L

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I※1 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 3H
　 6※2 <0.0019 <0.0013 <0.0014 <0.047 <0.087 0.42 <0.0021 0.43 <0.013 -

7 <0.0022 <0.0026 <0.0015 <0.061 <0.29 0.51 <0.0035 0.54 <0.024 <5.4

10 <0.0013 <0.0013 <0.00093 <0.027 (打切り） 0.040 <0.0012 0.047 <0.0051 <5.3

1 <0.0015 <0.0012 <0.00094 <0.038 0.057 <0.0020 0.072 <0.011 <5.8

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.041 0.044 0.016 0.016 0.019 0.016 0.010 0.0085 0.0061

7 0.067 0.062 0.014 0.016 0.026 0.022 0.013 0.0099 0.026

10 0.045 0.032 0.025 0.011 0.0062 0.012 0.0056 0.0096 0.0050

1 0.023 0.021 0.016 0.014 0.012 0.0096 0.011 0.0040 0.0046

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.025 0.023 0.0065 0.0044 0.0038 0.0019 <0.0010 <0.0010 <0.00055

7 0.046 0.031 0.0051 0.0049 0.0050 0.0032 0.0019 0.0011 0.0018

10 0.028 0.015 0.0084 0.0026 <0.0010 0.0019 <0.0010 <0.00093 <0.00072

1 0.013 0.0096 0.0043 0.0032 0.0024 0.0012 0.0011 <0.00077 <0.00061

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <5.8 <5.3 <5.3 <5.8 <6.8 <6.7 <6.7 <6.6 <6.6

7 <5.5 <5.3 <5.3 <5.7 <6.7 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6

10 <5.5 <5.3 <5.3 <7.1 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6 <6.6

1 <5.3 <5.3 <5.3 <7.1 <6.7 <6.7 <6.8 <6.7 <6.6

Bq/L

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I※1 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 3H
7 <0.0013 <0.0016 <0.00096 <0.035 <0.26 0.033 <0.0020 0.033 <0.0092 <5.4

10 <0.0014 <0.0018 <0.00088 <0.037 (打切り） 0.0055 <0.0024 0.0061 <0.0092 <5.3

1 <0.0013 <0.0016 <0.00087 <0.034 0.0037 <0.0017 0.0049 <0.0072 <5.8

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.0029 0.0036 0.0037 0.0013 0.0027 0.0013 0.0019 <0.0011 <0.00096

7 0.0025 0.0035 0.0029 0.0016 0.0040 0.0013 0.0023 0.0016 <0.0011

10 0.0032 0.0036 0.0037 0.0031 0.0033 0.0019 0.0037 0.0021 0.0015

1 0.0032 0.0029 0.0037 0.0023 0.0015 <0.0010 0.0012 <0.0012 <0.00095

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <0.0023 0.0020 0.0016 <0.00096 <0.0011 <0.00096 <0.00098 <0.00084 <0.00056

7 0.0013 0.0020 <0.0016 <0.00097 0.0012 <0.00088 <0.00095 <0.00084 <0.00078

10 <0.0022 0.0013 <0.00092 <0.0011 <0.00096 <0.00094 <0.00098 <0.00093 <0.00078

1 0.0011 0.0012 0.0014 <0.00095 <0.00088 <0.00085 <0.00076 <0.00077 <0.00056

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <5.8 <5.2 <5.2 <5.8 <6.8 <6.7 <6.7 <6.6 <6.6

7 <5.5 <5.3 <5.2 <5.7 <6.7 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6

10 <5.5 <5.3 <5.2 <6.8 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6 <6.6

1 <5.3 <5.3 <5.1 <6.8 <6.7 <6.7 <6.8 <6.7 <6.7

※1　直接測定による定量
※2　2011年度は6月に採取
※3　2011年4月は未採取

涸沼水中の核種濃度（2011年度）

北松川水道水中の核種濃度（2011年度）※3

涸沼水中の137Cs濃度（2012-2020年度）

涸沼水中の134Cs濃度（2012-2020年度）

涸沼水中の3H濃度（2012-2020年度）

北松川水道水中の137Cs濃度（2012-2020年度）

北松川水道水中の134Cs濃度（2012-2020年度）

北松川水道水中の3H濃度（2012-2020年度）
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Bq/L

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 3H
7 <0.11 <0.078 <0.073 <2.7 <0.31 <0.11 <0.13 <0.12 <0.56 <5.4

10 <0.082 <0.084 <0.057 <1.7 <0.10 <0.14 <0.053 <0.16 <0.26 <5.3

1 <0.074 <0.050 <0.051 <1.5 <0.12 <0.12 <0.052 <0.15 <0.29 <5.8

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <0.094 <0.15 <0.099 <0.075 <0.079 <0.078 <0.071 <0.10 <0.071

7 <0.16 <0.098 <0.094 <0.076 <0.11 <0.11 <0.10 <0.10 <0.072

10 <0.10 <0.096 <0.13 <0.079 <0.11 <0.10 <0.069 <0.070 <0.10

1 <0.096 <0.14 <0.13 <0.075 <0.11 <0.071 <0.10 <0.072 <0.072

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <0.081 <0.10 <0.074 <0.056 <0.056 <0.053 <0.043 <0.068 <0.040

7 <0.12 <0.079 <0.069 <0.056 <0.076 <0.069 <0.071 <0.071 <0.039

10 <0.082 <0.074 <0.079 <0.063 <0.077 <0.069 <0.047 <0.045 <0.055

1 <0.080 <0.090 <0.075 <0.061 <0.082 <0.049 <0.071 <0.039 <0.042

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <5.8 <5.3 <5.2 <5.8 <6.8 <6.7 <6.7 <6.6 <6.6

7 <5.5 <5.3 <5.2 <5.7 <6.7 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6

10 <5.5 <5.3 <5.2 <6.8 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6 <6.6

1 <5.3 <5.3 <5.1 <6.8 <6.7 <6.7 <6.8 <6.7 <6.7

Bq/L

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
0.0089 0.0080 0.0093 0.0054 0.0098 0.0026 0.0021 0.0023

0.0062 0.0048 0.0057 0.0080 0.0024 0.0030 0.0025 0.0040

Bq/L

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
0.0049 0.0038 0.0023 0.0021 0.0017 <0.0010 <0.00057 <0.00077

0.0028 0.0019 0.0016 0.0015 <0.00081 <0.0010 <0.0010 <0.00075

Bq/L

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
<5.3 <5.3 <5.8 <.6.8 <6.7 <6.7 <6.6 <6.6

<5.3 <5.3 <7.1 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6 <6.6

4
10

月/年度
4

10

10

那珂川水中の137Cs濃度（2013-2020年度）

那珂川水中の134Cs濃度（2013-2020年度）

那珂川水中の3H濃度（2013-2020年度）

月/年度

大洗町浄水場水中の134Cs濃度（2012-2020年度）

大洗町浄水場水中の3H濃度（2012-2020年度）

月/年度
4

大洗町浄水場水中の137Cs濃度（2012-2020年度）

大洗町浄水場水中の核種濃度（2011年度）
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付録9  農作物の結果

Bq/L

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 3H
7 <0.11 <0.078 <0.073 <2.7 <0.31 <0.11 <0.13 <0.12 <0.56 <5.4

10 <0.082 <0.084 <0.057 <1.7 <0.10 <0.14 <0.053 <0.16 <0.26 <5.3

1 <0.074 <0.050 <0.051 <1.5 <0.12 <0.12 <0.052 <0.15 <0.29 <5.8

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <0.094 <0.15 <0.099 <0.075 <0.079 <0.078 <0.071 <0.10 <0.071

7 <0.16 <0.098 <0.094 <0.076 <0.11 <0.11 <0.10 <0.10 <0.072

10 <0.10 <0.096 <0.13 <0.079 <0.11 <0.10 <0.069 <0.070 <0.10

1 <0.096 <0.14 <0.13 <0.075 <0.11 <0.071 <0.10 <0.072 <0.072

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <0.081 <0.10 <0.074 <0.056 <0.056 <0.053 <0.043 <0.068 <0.040

7 <0.12 <0.079 <0.069 <0.056 <0.076 <0.069 <0.071 <0.071 <0.039

10 <0.082 <0.074 <0.079 <0.063 <0.077 <0.069 <0.047 <0.045 <0.055

1 <0.080 <0.090 <0.075 <0.061 <0.082 <0.049 <0.071 <0.039 <0.042

Bq/L

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <5.8 <5.3 <5.2 <5.8 <6.8 <6.7 <6.7 <6.6 <6.6

7 <5.5 <5.3 <5.2 <5.7 <6.7 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6

10 <5.5 <5.3 <5.2 <6.8 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6 <6.6

1 <5.3 <5.3 <5.1 <6.8 <6.7 <6.7 <6.8 <6.7 <6.7

Bq/L

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
0.0089 0.0080 0.0093 0.0054 0.0098 0.0026 0.0021 0.0023

0.0062 0.0048 0.0057 0.0080 0.0024 0.0030 0.0025 0.0040

Bq/L

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
0.0049 0.0038 0.0023 0.0021 0.0017 <0.0010 <0.00057 <0.00077

0.0028 0.0019 0.0016 0.0015 <0.00081 <0.0010 <0.0010 <0.00075

Bq/L

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
<5.3 <5.3 <5.8 <.6.8 <6.7 <6.7 <6.6 <6.6

<5.3 <5.3 <7.1 <6.7 <6.7 <6.8 <6.6 <6.6

4
10

月/年度
4

10

10

那珂川水中の137Cs濃度（2013-2020年度）

那珂川水中の134Cs濃度（2013-2020年度）

那珂川水中の3H濃度（2013-2020年度）

月/年度

大洗町浄水場水中の134Cs濃度（2012-2020年度）

大洗町浄水場水中の3H濃度（2012-2020年度）

月/年度
4

大洗町浄水場水中の137Cs濃度（2012-2020年度）

大洗町浄水場水中の核種濃度（2011年度）

JAEA-Data/Code 2024-017
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This is a blank page. 



This is a blank page. 

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.98 0.39 0.18 0.20 0.077 0.097 0.078 0.076 0.062

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.68 0.21 0.067 0.048 0.020 <0.014 <0.016 <0.016 <0.017

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.18 0.20 0.11 0.087 0.044 0.027 0.069 0.12 0.052

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <0.099 <0.087 <0.080 <0.069 <0.073 <0.090 <0.047 <0.068 <0.097

Bq/kg生

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I※1 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
12 <0.016 <0.0088 <0.013 <0.30 <0.073 0.25 <0.012 0.33 <0.039 <0.11

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
11 0.32 0.091 0.16 0.056 0.022 0.033 0.070 0.20 0.014

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
11 0.19 0.038 0.050 0.014 <0.0092 <0.0084 0.013 0.014 <0.0079

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
11 0.18 0.042 0.038 0.035 0.045 0.014 0.051 0.14 0.037

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
11 <0.077 <0.066 <0.063 <0.048 <0.056 <0.048 <0.061 <0.060 <0.052

※1　直接測定による定量　
注1) 2011年度のほうれん草は未採取である。

白菜中の核種濃度（2011年度）

ほうれん草中の137Cs濃度（2012-2020年度）

ほうれん草中の134Cs濃度（2012-2020年度）

ほうれん草中の90Sr濃度（2012-2020年度）

白菜中の137Cs濃度（2012-2020年度）

白菜中の134Cs濃度（2012-2020年度）

白菜中の90Sr濃度（2012-2020年度）

ほうれん草中の131I濃度（2012-2020年度）※1

白菜中の131I濃度（2012-2020年度）※1

JAEA-Data/Code 2024-017
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Bq/kg生

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
10 <0.016 <0.010 <0.010 <0.34 3.3 <0.014 3.9 <0.082 <0.017

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
10 1.8 1.1 1.1 1.1 0.50 0.55 0.60 0.53 0.68

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
10 1.1 0.52 0.36 0.26 0.076 0.072 0.040 0.032 0.034

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
10 <0.017 <0.018 <0.018 <0.016 <0.020 <0.019 <0.019 <0.019 <0.019

精米中の137Cs濃度（2012-2020年度）

精米中の134Cs濃度（2012-2020年度）

精米中の90Sr濃度（2012-2020年度）

精米中の核種濃度（2011年度）

JAEA-Data/Code 2024-017
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付録10  原乳の結果

Bq/kg生

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
10 <0.016 <0.010 <0.010 <0.34 3.3 <0.014 3.9 <0.082 <0.017

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
10 1.8 1.1 1.1 1.1 0.50 0.55 0.60 0.53 0.68

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
10 1.1 0.52 0.36 0.26 0.076 0.072 0.040 0.032 0.034

Bq/kg生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
10 <0.017 <0.018 <0.018 <0.016 <0.020 <0.019 <0.019 <0.019 <0.019

精米中の137Cs濃度（2012-2020年度）

精米中の134Cs濃度（2012-2020年度）

精米中の90Sr濃度（2012-2020年度）

精米中の核種濃度（2011年度）

JAEA-Data/Code 2024-017
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Bq/L生

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I※2 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
7 <0.022 <0.015 <0.017 <0.53 <0.072 1.5 <0.033 1.6 <0.14 　0.016※3

10 <0.024 <0.015 <0.019 <0.48 <0.068 1.0 <0.021 1.2 <0.078 0.0090

1 <0.019 <0.012 <0.016 <0.41 <0.069 0.12 <0.018 0.16 <0.061 -

Bq/L生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.23 0.17 0.053 0.035 0.030 0.018 0.023 <0.014 0.047

7 0.12 0.082 0.035 0.018 0.018 0.042 <0.016 0.017 <0.016

10 0.25 0.059 0.025 0.018 0.025 <0.016 <0.017 0.025 0.016

1 0.11 0.058 0.039 0.025 0.020 <0.016 <0.014 <0.016 0.018

Bq/L生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.12 0.082 <0.018 0.013 <0.015 <0.013 <0.014 <0.0099 <0.012

7 0.077 0.035 0.012 <0.0086 <0.012 <0.013 <0.013 <0.013 <0.012

10 0.15 0.030 <0.015 <0.0093 <0.013 <0.014 <0.012 <0.014 <0.012

1 0.063 <0.021 <0.012 <0.0095 <0.014 <0.014 <0.011 <0.013 <0.013

Bq/L生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 <0.068 <0.057 <0.068 <0.049 <0.067 <0.065 <0.063 <.0.046 <0.065

7 <0.062 <0.057 <0.059 <0.046 <0.044 <0.066 <0.045 <0.067 <0.064

10 <0.064 <0.061 <0.059 <0.049 <0.066 <0.065 <0.065 <0.058 <0.064

1 <0.062 <0.060 <0.065 <0.066 <0.047 <0.064 <0.065 <0.062 <0.064

Bq/L生

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.010 0.0063 0.0086 0.0059 0.010 0.012 0.012 0.0081 0.0088

10 0.0095 0.011 0.0069 0.0094 0.0070 0.0083 0.014 0.0098 0.010

※1　2011年4月は未採取
※2　直接測定による定量　
※3　2011年4月は未採取のため、7月の採取試料を分析

原乳中の90Sr濃度（2012-2020年度）

原乳中の核種濃度（2011年度）※1

原乳中の137Cs濃度（2012-2020年度）

原乳中の134Cs濃度（2012-2020年度）

原乳中の131I濃度（2012-2020年度）※2

JAEA-Data/Code 2024-017
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Bq/L
月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr 3H

10 <0.0014 <0.0015 <0.0010 <0.029 0.055 <0.0011 0.070 <0.0057 0.0024 0.41
1 <0.0013 <0.00085 <0.00096 <0.029 0.029 <0.0013 0.038 <0.0057 - <0.45

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.019 0.010 0.010 0.0089 0.0069 0.0046 0.0038 0.0027    0.0028※2

7 0.095 0.013 0.012 0.0069 0.0050 0.0034 0.0033 0.0058    0.0020※2

10 0.035 0.030 0.0098 0.010 0.0059    0.0051※2 0.0040    0.0069※2    0.0021※2

1 0.023 0.0089 0.0051 0.0074 0.0037 0.0025 0.0022    0.0026※2 0.0023

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.0085 0.0049 0.0038 0.0026 <0.00092 <0.0010 <0.0010 <0.0010 <0.00080※2

7 0.064 0.0069 0.0041 0.0013 <0.00098 <0.00099 <0.00097 <0.00091 <0.00058※2

10 0.020 0.013 0.0027 0.0025 <0.0010 <0.00097※2 <0.00099 0.0010※2 <0.00075※2

1 0.011 0.0029 0.0013 0.0016 <0.00098 <0.0010 <0.00078 <0.00078※2 <0.00058

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.70 0.60 0.87 <0.52 <0.51 <0.50 <0.48 <0.49    <0.48※2

7 0.54 <0.42 0.64 <0.51 <0.51 <0.51 <0.48 <0.49    <0.50※2

10 <0.42 <0.44 0.56 <0.51 <0.50     <0.53※2 <0.49    <0.48※2    <0.48※2

1 <0.42 1.0 0.45 <0.52 <0.56 <0.53 <0.51    <0.48※2 <0.49

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.0018 0.0012 0.0012 0.0012 0.0016 0.0013 0.00079 0.00091 0.0010※2

10 0.0035 0.0031 0.00094 0.00074 0.0010 0.0012※2 0.00071 0.00076※2 0.00072※2

Bq/L
月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr 3H

10 <0.0015 <0.00098 <0.0010 <0.033 0.062 <0.0015 0.070 <0.0081 0.0034 <0.40
1 <0.0013 <0.00094 <0.00097 <0.033 0.028 <0.0017 0.037 <0.0066 - <0.45

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.017 0.010 0.010 0.0088 0.0064 0.0042 0.0032 0.0025    0.0029※2

7 0.064 0.013 0.013 0.0058 0.0042 0.0036 0.0026 0.0027    0.0032※2

10 0.028 0.029 0.0066 0.0074 0.0053    0.0051※2 0.0044     0.0049※2    0.0030※2

1 0.017 0.0066 0.0050 0.0074 0.0028 0.0018 0.0020     0.0046※2 0.0024

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.0085 0.0044 0.0039 0.0024 0.00093 <0.00098 <0.0010 <0.00097 <0.00070※2

7 0.041 0.0061 0.0041 0.0014 <0.0010 <0.0010 <0.00093 <0.00098 <0.00097※2

10 0.017 0.013 <0.0016 0.0014 0.0012 <0.0010※2 <0.0010 <0.0010※2 <0.00068※2

1 0.0088 0.0028 0.0015 0.0011 0.0017 <0.00098 <0.00080 <0.00083※2 <0.00061

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.53 0.49 0.69 <0.52 <0.51 <0.50 <0.48 <0.49    <0.48※2

7 0.62 <0.42 0.84 <0.51 <0.51 <0.51 <0.48 <0.49    <0.50※2

10 <0.42 <0.44 0.62 <0.51 <0.50    <0.53※2 <0.49    <0.48※2    <0.48※2

1 <0.42 1.5 0.74 <0.52 <0.56 <0.53 <0.51    <0.48※2 <0.49

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.0017 0.0011 0.00098 0.0012 0.0011 0.0011 0.00092 0.00087 0.0010※2

10 0.0033 0.0030 0.0010 0.00093 0.00083 0.0011※2 0.00087 0.00080※2 0.00077※2

※1　2011年4月及び7月は未採取
※2　海象不良等により翌月に採取

L海域の海水中の核種濃度（2011年度）※1

L海域の海水中の137Cs濃度（2012-2020年度）

M海域の海水中の134Cs濃度（2012-2020年度）

M海域の海水中の3H濃度（2012-2020年度）

M海域の海水中の90Sr濃度（2012-2020年度）

L海域の海水中の134Cs濃度（2012-2020年度）

L海域の海水中の3H濃度（2012-2020年度）

L海域の海水中の90Sr濃度（2012-2020年度）

M海域の海水中の核種濃度（2011年度）※1

M海域の海水中の137Cs濃度（2012-2020年度）

JAEA-Data/Code 2024-017
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Bq/L
月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba

7 <0.0029 <0.0021 <0.0018 <0.074 1.0 <0.0043 1.0 <0.028

10 <0.0016 <0.0022 <0.0011 <0.045 0.062 <0.0034 0.074 <0.019

1 <0.0014 <0.0011 <0.00088 <0.035 0.024 <0.0018 0.032 <0.0093

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.023 0.011 0.010 0.0066 0.0058 0.0034 0.0037 0.0023    0.0030※2

7 0.043 0.013 0.024 0.0073 0.0060 0.0040 0.0029 0.0040    0.0028※2

10 0.035 0.031 0.0093 0.0090 0.0065    0.0051※2 0.0041     0.0068※2    0.0042※2

1 0.043 0.0087 0.0044 0.0071 0.0032 0.0036 0.0025     0.0030※2 0.0019

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.015 0.0046 0.0031 0.0017 0.0012 <0.00097 <0.0010 <0.00094 <0.00064※2

7 0.028 0.0054 0.0081 0.0018 0.0011 <0.0010 <0.0010 <0.00093 <0.00070※2

10 0.021 0.013 0.0029 0.0025 <0.0010 <0.00097※2 <0.0010 <0.00095※2 <0.00077※2

1 0.025 0.0028 0.0017 0.0012 <0.0010 <0.0010 <0.00084 <0.00084※2 <0.00058

Bq/L
月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba

7 <0.0035 <0.0044 <0.0019 <0.074 1.2 <0.0047 1.2 <0.032

10 <0.0017 <0.0023 <0.0010 <0.050 0.051 <0.0041 0.062 <0.022

1 <0.0014 <0.00092 <0.00094 <0.033 0.026 <0.0018 0.036 <0.0078

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.016 0.010 0.0095 0.0066 0.0056 0.0026 0.0029 0.0016    0.0023※2

7 0.035 0.012 0.011 0.0064 0.0037 0.0028 0.0031 0.0032    0.0024※2

10 0.028 0.028 0.0075 0.0064 0.0062    0.0043※2 0.0029     0.0054※2    0.0023※2

1 0.014 0.015 0.0047 0.0044 0.0032 0.0025 0.0021     0.0025※2 0.0015

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.012 0.0049 0.0035 0.0014 <0.00089 <0.00096 <0.00080 <0.00066 <0.00060※2

7 0.024 0.0057 0.0038 0.0017 <0.00099 <0.0011 <0.00096 <0.00095 <0.00062※2

10 0.017 0.012 0.0025 <0.00099 0.0013 <0.00099※2 <0.0010 <0.00097※2 <0.00064※2

1 0.0067 0.0048 0.0014 <0.0010 <0.0011 <0.00099 <0.00089 <0.00066※2 <0.00062

※1　2011年4月は未採取
※2　海象不良等により翌月に採取

S-5の海水中の134Cs濃度(2012-2020年度)

S-5の海水中の137Cs濃度(2012-2020年度)

S-3の海水中の核種濃度（2011年度）※1

S-3の海水中の137Cs濃度（2012-2020年度）

S-3の海水中の134Cs濃度（2012-2020年度）

S-5の海水中の核種濃度（2011年度）※1
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付録12  海底土の結果

Bq/L
月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba

7 <0.0029 <0.0021 <0.0018 <0.074 1.0 <0.0043 1.0 <0.028

10 <0.0016 <0.0022 <0.0011 <0.045 0.062 <0.0034 0.074 <0.019

1 <0.0014 <0.0011 <0.00088 <0.035 0.024 <0.0018 0.032 <0.0093

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.023 0.011 0.010 0.0066 0.0058 0.0034 0.0037 0.0023    0.0030※2

7 0.043 0.013 0.024 0.0073 0.0060 0.0040 0.0029 0.0040    0.0028※2

10 0.035 0.031 0.0093 0.0090 0.0065    0.0051※2 0.0041     0.0068※2    0.0042※2

1 0.043 0.0087 0.0044 0.0071 0.0032 0.0036 0.0025     0.0030※2 0.0019

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.015 0.0046 0.0031 0.0017 0.0012 <0.00097 <0.0010 <0.00094 <0.00064※2

7 0.028 0.0054 0.0081 0.0018 0.0011 <0.0010 <0.0010 <0.00093 <0.00070※2

10 0.021 0.013 0.0029 0.0025 <0.0010 <0.00097※2 <0.0010 <0.00095※2 <0.00077※2

1 0.025 0.0028 0.0017 0.0012 <0.0010 <0.0010 <0.00084 <0.00084※2 <0.00058

Bq/L
月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba

7 <0.0035 <0.0044 <0.0019 <0.074 1.2 <0.0047 1.2 <0.032

10 <0.0017 <0.0023 <0.0010 <0.050 0.051 <0.0041 0.062 <0.022

1 <0.0014 <0.00092 <0.00094 <0.033 0.026 <0.0018 0.036 <0.0078

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.016 0.010 0.0095 0.0066 0.0056 0.0026 0.0029 0.0016    0.0023※2

7 0.035 0.012 0.011 0.0064 0.0037 0.0028 0.0031 0.0032    0.0024※2

10 0.028 0.028 0.0075 0.0064 0.0062    0.0043※2 0.0029     0.0054※2    0.0023※2

1 0.014 0.015 0.0047 0.0044 0.0032 0.0025 0.0021     0.0025※2 0.0015

Bq/L
月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

4 0.012 0.0049 0.0035 0.0014 <0.00089 <0.00096 <0.00080 <0.00066 <0.00060※2

7 0.024 0.0057 0.0038 0.0017 <0.00099 <0.0011 <0.00096 <0.00095 <0.00062※2

10 0.017 0.012 0.0025 <0.00099 0.0013 <0.00099※2 <0.0010 <0.00097※2 <0.00064※2

1 0.0067 0.0048 0.0014 <0.0010 <0.0011 <0.00099 <0.00089 <0.00066※2 <0.00062

※1　2011年4月は未採取
※2　海象不良等により翌月に採取

S-5の海水中の134Cs濃度(2012-2020年度)

S-5の海水中の137Cs濃度(2012-2020年度)

S-3の海水中の核種濃度（2011年度）※1

S-3の海水中の137Cs濃度（2012-2020年度）

S-3の海水中の134Cs濃度（2012-2020年度）

S-5の海水中の核種濃度（2011年度）※1
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Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
7 <0.69 <0.73 <0.48 <16 140 <0.56 160 <3.5 0.19

10 <0.76 <0.44 <0.34 <9.3 27 <0.25 33 <1.4 -

1 <0.80 <0.59 <0.32 <10 20 <0.32 26 <1.6 <0.20

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 19 6.9 8.1 5.3 4.3 4.1 3.6 2.6 　4.0※2

7 10 7.6 7.8 5.0 3.8 3.9 3.8 2.7 　2.5※2

10 17 5.8 4.9 4.7 4.9    3.5※2 3.4 　4.7※2 　2.2※2

1 8.0 7.9 6.5 3.4 4.8 2.5 2.8 　2.2※2 2.1

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 13 3.6 3.0 1.4 0.70 0.38 <0.30 <0.28 　　0.43※2

7 5.7 3.9 2.4 1.1 0.86 0.33 0.32 <0.29 　<0.27※2

10 10 2.4 1.5 1.1 0.94 　<0.26※2 0.49 　　0.33※2 　<0.23※2

1 4.6 3.0 1.9 0.69 0.94 0.27 <0.30 　　0.27※2 <0.27

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
7 <0.22 <0.18 <0.15 <0.14 <0.13 <0.14 <0.16 <0.15 　<0.13※2

1 <0.14 <0.15 <0.17 <0.12 <0.14 <0.13 <0.15 <0.15※2 <0.15

Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
7※3 <1.1 <0.75 <0.46 <16 140 <0.55 150 <3.7 <0.19

10 <0.89 <0.68 <0.38 <11 26 <0.29 32 <1.6 -

1 <0.91 <0.73 <0.38 <12 20 <0.36 27 <1.8 <0.21

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 9.9 4.9 4.2 2.4 2.7 2.4 2.6 2.4      2.2※2

7 7.7 5.9 4.0 3.8 3.1 2.9 2.0 2.1      2.9※2

10 8.9 5.1 4.1 8.1 3.1     2.4※2 2.0     2.7※2     1.8※2

1 9.0 2.8 1.9 3.3 2.1 2.0 1.9    2.8※2 2.0

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 6.3 2.7 1.6 0.60 0.64 0.40 <0.33 <0.33    <0.31※2

7 5.0 2.9 1.3 0.88 0.57 <0.30 0.36 <0.30      0.28※2

10 5.2 2.3 1.4 1.9 0.45   <0.29※2 0.31   <0.21※2    <0.23※2

1 4.9 1.0 0.45 0.62 0.67 <0.27 <0.32  <0.25※2 <0.28

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
7 <0.18 <0.15 <0.16 <0.14 <0.14 <0.14 <0.16 <0.15 　<0.15※2

1 <0.22 <0.16 <0.18 <0.12 <0.14 <0.14 <0.16 　<0.16※2 <0.15

※1　2011年4月は未採取
※2　海象不良等により翌月に採取

※3　この他に129Teを検出

L海域の海底土中の134Cs濃度(2012-2020年度)

L海域の海底土中の核種濃度（2011年度）※1

L海域の海底土中の137Cs濃度（2012-2020年度）

M海域の海底土中の134Cs濃度（2012-2020年度）

M海域の海底土中の90Sr濃度（2012-2020年度）

L海域の海底土中の90Sr濃度(2012-2020年度)

M海域の海底土中の核種濃度（2011年度）※1

M海域の海底土中の137Cs濃度（2012-2020年度）
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Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 239,240Pu
7 <0.62 <0.65 <0.43 <14 120 <0.55 130 <3.5 　0.36※2

10 <0.47 <0.43 <0.33 <9.1 27 <0.28 34 <1.5 0.29

1 <0.79 <0.47 <0.31 <9.1 17 <0.32 23 <1.6 -

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 17 5.0 9.2 5.1 5.8 1.7 2.5 1.6     5.0※3

7 7.7 4.6 13 5.5 4.4 2.1 2.5 2.0     2.4※3

10 6.9 4.0 5.7 3.6 4.8    2.6※3 1.6 1.8※3     2.7※3

1 8.4 4.5 12 3.9 3.2 2.4 1.3 1.2※3 2.2

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 11 2.5 3.3 1.3 1.2 <0.23 <0.25 <0.23      0.32※3

7 4.7 2.1 4.5 1.2 1.0 <0.23 <0.25 <0.27    <0.22※3

10 3.9 1.9 1.8 0.90 0.72    <0.25※3 <0.28    <0.20※3    <0.22※3

1 4.4 1.7 3.4 0.69 0.56 0.36 <0.28   <0.22※3 <0.20

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.29 0.22 0.26 0.24 0.26 0.21 0.28 0.27 0.26※3

10 0.25 0.19 0.27 0.20 0.29     0.24※3 0.26     0.21※3 0.23※3

Bq/kg乾

月/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr 239,240Pu
　　7※4 <1.1 <0.77 0.66 36 170 <0.63 190 <4.4 0.30     0.46※2

10 <0.86 <0.54 0.38 <11 53 <0.35 64 <2.0 - 0.53

1 <0.59 <0.70 <0.36 <10 46 <0.37 60 <2.1 <0.18 -

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 33 14 11 14 11 4.4 3.4 2.6     3.0※3

7 38 24 10 11 7.9 4.4 5.7 2.4    4.4※3

10 30 12 9.2 6.7 5.0     5.2※3 3.6    3.7※3    3.7※3

1 32 25 15 5.1 3.9 7.9 2.4    4.0※3 2.8

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 22 6.6 4.3 3.4 2.1 0.35 <0.26 <0.30 0.29※3

7 25 11 3.7 2.7 1.5 0.67 0.56 <0.23 0.25※3

10 18 4.7 2.6 1.6 0.52 <0.26※3 0.32 0.35※3    <0.29※3

1 18 9.9 4.1 0.98 0.42 0.81 <0.28 0.44※3 <0.28

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
7 <0.24 <0.15 <0.15 <0.12 <0.14 <0.18 <0.17 <0.15    <0.14※3

1 <0.15 <0.16 <0.18 <0.13 <0.14 <0.14 <0.15    <0.17※3 <0.14

Bq/kg乾

月/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
4 0.51 0.44 0.47 0.41 0.46 0.49 0.44 0.43 0.44※3

10 0.53 0.43 0.43 0.47 0.46    0.44※3 0.53    0.48※3 0.44※3

※1　2011年4月は未採取
※2　2011年4月は未採取のため、7月の採取試料を分析
※3　海象不良等により翌月に採取

※4　この他に241Am,129Teを検出

S-5の海底土中の134Cs濃度（2012-2020年度）

S-3の海底土中の核種濃度（2011年度）※1

S-3の海底土中の137Cs濃度（2012-2020年度）

S-5の海底土中の90Sr濃度（2012-2020年度）

S-3の海底土中の134Cs濃度（2012-2020年度）

S-5の海底土中の239,240Pu濃度（2012-2020年度）

S-3の海底土中の239,240Pu濃度（2012-2020年度）

S-5の海底土中の核種濃度（2011年度）※1

S-5の海底土中の137Cs濃度（2012-2020年度）
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付録13  海産物の結果
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Bq/kg生

半期/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
上期 <0.048 <0.031 <0.037 <1.0 29 <0.033 33 <0.21 <0.017

下期 <0.037 <0.023 <0.028 <0.78 8.1 <0.034 11 <0.18 <0.014

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 5.5 2.1 1.1 1.6※2 0.46 1.5 0.45 0.38 0.37

下期 7.5 1.4 0.61 1.0 0.30 0.88 0.40 0.38 0.51

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 3.5 1.0 0.36 0.35※2 0.065 0.18 0.024 <0.017 0.030

下期 4.4 0.56 0.17 0.21 0.046 0.031 0.035 0.016 0.025

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 <0.019 <0.019 <0.018 <0.018※2 <0.017 <0.017 <0.015 <0.019 <0.018

下期 <0.015 <0.017 <0.018 0.017 <0.018 <0.019 <0.018 <0.019 <0.015

Bq/kg生

半期/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
上期 <0.033 0.035 0.17 <0.56 2.6 <0.022 3.0 <0.099 <0.014

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.1 0.25 0.18 0.15 0.15 0.15 0.15 0.085 0.060

下期 1.5 1.4 0.30 0.21 0.20 0.14 0.14 0.63 0.21

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.71 0.11 0.054 0.025 0.022 <0.013 <0.013 <0.015 <0.012

下期 0.87 0.57 0.087 0.041 0.037 <0.013 <0.015 0.044 <0.014

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 <0.014 <0.018 <0.017 <0.015 <0.020 0.017 <0.013 <0.015 <0.012

下期 <0.012 <0.017 <0.016 <0.019 <0.015 <0.012 <0.014 <0.014 <0.015

※1　2011年度下期は未採取
※2　上期(4月から9月）は不漁により未採取のため11月に採取し、上期分として扱った。

ヒラメ中の核種濃度（2011年度）

シラス中の137Cs濃度（2012-2020年度）

シラス中の134Cs濃度（2012-2020年度）

シラス中の90Sr濃度（2012-2020年度）

ヒラメ中の137Cs濃度（2012-2020年度）

ヒラメ中の134Cs濃度（2012-2020年度）

ヒラメ中の90Sr濃度（2012-2020年度）

シラス中の核種濃度（2011年度）※1
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Bq/kg生

半期/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
下期 <0.030 <0.039 1.3 <0.64 1.6 0.15 1.9 <0.11 <0.0045

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.1 0.31 0.28 0.17 0.093 0.29 0.14 0.14 0.038

下期 0.61 0.40 0.15 0.17 0.047 0.11 0.070 0.41 0.12

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.75 0.16 0.098 0.048 0.012 0.048 0.012 <0.013 <0.012

下期 0.37 0.18 0.039 0.036 <0.013 <0.014 <0.0093 0.039 <0.011

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.010 0.0051 0.0041 <0.0025 <0.0021 <0.0027 <0.0028 0.0029 <0.0023

下期 0.010 <0.0050 <0.0029 <0.0025 <0.0021 <0.0028 <0.0028 <0.0026 <0.0020

Bq/kg生

半期/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
下期 <0.031 <0.034 0.26 <0.69 4.5 0.036 5.4 <0.16 0.013

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.6 0.58 0.45 0.37 0.11 0.44 0.096 0.16 0.053

下期 0.47 0.22 0.13 0.21 0.22 0.12 0.073 0.19 0.13

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.0 0.26 0.17 0.10 0.016 0.069 <0.010 0.020 <0.012

下期 0.29 0.083 0.042 0.048 0.029 0.012 <0.011 <0.014 <0.011

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.011 <0.0045 0.0025 <0.0025 0.0025 <0.0027 <0.0025 <0.0027 <0.0021

下期 0.0074 0.0050 <0.0026 <0.0024 <0.0025 <0.0024 <0.0029 <0.0023 <0.0020

※1　2011年度上期は未採取

ウバガイ中の核種濃度（2011年度）※1

ウバガイ中の137Cs濃度（2012-2020年度）

ウバガイ中の134Cs濃度（2012-2020年度）

ウバガイ中の90Sr濃度（2012-2020年度）

ハマグリ中の核種濃度（2011年度）※1

ハマグリ中の137Cs濃度（2012-2020年度）

ハマグリ中の134Cs濃度（2012-2020年度）

ハマグリ中の90Sr濃度（2012-2020年度）
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Bq/kg生

半期/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I※1 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
上期※2 <0.10 <0.12 4.0 <2.1 <0.17 19 0.53 22 <0.56 0.12

下期 <0.089 <0.088 1.1 <1.6 0.39 3.7 0.13 5.1 <0.30 0.024

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 2.5 0.39 1.1 0.32 0.22 0.14 0.12 0.096 0.12

下期 1.7 0.54 0.46 2.0 0.39 0.33 0.084 0.14 0.32

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 <0.10 0.16 0.39 0.089 <0.029 <0.034 <0.033 <0.035 <0.033

下期 0.97 0.20 0.14 0.45 0.063 <0.027 <0.029 <0.032 <0.033

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.27 0.052 0.019 0.027 0.016 0.017 0.011 0.015 0.014

下期 0.032 0.024 0.021 0.017 0.016 0.023 0.012 0.014 0.014

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.6 0.22 0.45 0.42 <0.11 0.16 <0.10 0.22 0.13

下期 <0.098 <0.090 0.20 0.34 0.13 <0.10 0.094 0.17 <0.10

Bq/kg生

半期/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 131I※1 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
上期※2 <0.099 <0.060 0.17 <2.0 ＜0.14 2.7 <0.083 3.4 <0.30 0.076

下期 <0.089 <0.055 <0.072 <1.8 0.13 0.69 <0.082 0.95 <0.25 0.020

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.5 0.55 0.27 0.62 0.15 0.096 0.10 0.079 0.10

下期 0.85 0.44 0.26 1.0 0.16 0.11 0.16 0.13 0.13

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.95 0.23 0.090 0.17 <0.034 <0.040 <0.034 <0.037 <0.039

下期 0.51 0.20 0.080 0.22 <0.037 <0.037 <0.042 <0.037 <0.038

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.16 0.028 0.013 0.013 0.010 0.0097 0.0080 0.0077 0.013

下期 0.020 0.019 0.014 0.014 0.012 0.014 0.011 0.015 0.011

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 <0.12 <0.11 0.30 <0.13 <0.10 <0.094 <0.093 <0.082 <0.089

下期 <0.11 <0.11 <0.097 <0.092 <0.11 <0.092 <0.11 <0.14 <0.091

※1　直接測定による定量　

※2　上期(4月から9月）は採取できなかったため10月に採取し、上期分として扱った。

アラメ中の核種濃度（2011年度）

アラメ中の137Cs濃度（2012-2020年度）

アラメ中の134Cs濃度（2012-2020年度）

アラメ中の90Sr濃度（2012-2020年度）

ヒジキ中の131I濃度（2012-2020年度）※1

アラメ中の131I濃度（2012-2020年度）※1

ヒジキ中の核種濃度（2011年度）

ヒジキ中の137Cs濃度（2012-2020年度）

ヒジキ中の134Cs濃度（2012-2020年度）

ヒジキ中の90Sr濃度（2012-2020年度）

Bq/kg生

半期/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
下期 <0.030 <0.039 1.3 <0.64 1.6 0.15 1.9 <0.11 <0.0045

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.1 0.31 0.28 0.17 0.093 0.29 0.14 0.14 0.038

下期 0.61 0.40 0.15 0.17 0.047 0.11 0.070 0.41 0.12

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.75 0.16 0.098 0.048 0.012 0.048 0.012 <0.013 <0.012

下期 0.37 0.18 0.039 0.036 <0.013 <0.014 <0.0093 0.039 <0.011

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.010 0.0051 0.0041 <0.0025 <0.0021 <0.0027 <0.0028 0.0029 <0.0023

下期 0.010 <0.0050 <0.0029 <0.0025 <0.0021 <0.0028 <0.0028 <0.0026 <0.0020

Bq/kg生

半期/核種 95Zr 95Nb 110mAg 129mTe 134Cs 136Cs 137Cs 140Ba 90Sr
下期 <0.031 <0.034 0.26 <0.69 4.5 0.036 5.4 <0.16 0.013

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.6 0.58 0.45 0.37 0.11 0.44 0.096 0.16 0.053

下期 0.47 0.22 0.13 0.21 0.22 0.12 0.073 0.19 0.13

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 1.0 0.26 0.17 0.10 0.016 0.069 <0.010 0.020 <0.012

下期 0.29 0.083 0.042 0.048 0.029 0.012 <0.011 <0.014 <0.011

Bq/kg生

半期/年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

上期 0.011 <0.0045 0.0025 <0.0025 0.0025 <0.0027 <0.0025 <0.0027 <0.0021

下期 0.0074 0.0050 <0.0026 <0.0024 <0.0025 <0.0024 <0.0029 <0.0023 <0.0020

※1　2011年度上期は未採取

ウバガイ中の核種濃度（2011年度）※1

ウバガイ中の137Cs濃度（2012-2020年度）

ウバガイ中の134Cs濃度（2012-2020年度）

ウバガイ中の90Sr濃度（2012-2020年度）

ハマグリ中の核種濃度（2011年度）※1

ハマグリ中の137Cs濃度（2012-2020年度）

ハマグリ中の134Cs濃度（2012-2020年度）

ハマグリ中の90Sr濃度（2012-2020年度）
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原子力施設の運転等に伴い環境放出される放射性物質による公衆の被ばく線量は、放出源から

人に至る環境移行モデルを設定し、各移行過程を定量的に示す環境移行パラメータを用いて評価

する場合がある。大洗研究所の試験研究炉等の設置（変更）許可申請書においても、安全審査に

係る指針や文献を参考に典型的あるいは保守的な環境移行パラメータを用いて公衆の被ばく線量

を計算しており、規制値を担保するための安全側の評価としては適当なものとなっている。一方、

地域特性を反映した原子炉等の立地サイト固有の環境移行パラメータを整備しておくことは、現

実的な公衆の被ばく線量を評価する上で有用となる。本資料では、本文で整理した大洗研究所の

環境モニタリングデータの実測値に基づく環境移行パラメータとして、沈着速度、再浮遊係数、

濃縮係数及び分配係数を計算した。 

 

A 沈着速度 

 131I、134Cs、 136Cs 及び 137Cs の沈着速度 Vg を(1)式により計算した。 

   

 𝑉𝑉𝑉𝑉 𝐷  沈着面上の単位面積に対する沈着率(Bq/cm�/s)
大気中濃度(Bq/cm�)                    (1) 

 

 沈着面上の単位面積に対する沈着率(Bq/cm2/s)は大洗研究所に放射性プルームが飛来した期間

を含む 2011 年 3 月 1 日から 4月 1日の降下物の測定値を、大気中濃度には 3地点の採取地点のう

ち降下物の採取地点に最も近い MP6 の同期間における測定値を用いた。大気中濃度については、

粒子状物質を捕集するためのダストフィルタ及び揮発性物質を捕集するための活性炭捕集材

(Advantec 社製 CHC-50 及び CP-20)の合算値を用いた。揮発性物質の測定値には既報 1)の 1 週間

/1 回の測定値から同期間の大気中濃度の平均値を求めた結果を用いた。計算した 131I、134Cs、 136Cs

及び 137Cs の沈着速度について表 1に示す。 

 

表 1 降下物と大気中濃度から計算した沈着速度  

核種 Vg 
131I 6.6 ×10-1 

134Cs 5.5 ×10-1 

136Cs 6.3 ×10-1 

137Cs 5.9 ×10-1 

Cs(平均) 6.1 ×10-1 

単位:cm/s 

 

 2011 年 3 月にはいくつかの放射性プルームが大洗研究所に飛来し、このうち 3 月 21 日の放射

性プルーム飛来時には降水が観測されている 1)。このため、本報で計算した沈着速度は乾性及び

湿性沈着を含む沈着速度となっている。 

我が国におけるモニタリングデータの実測値から計算した沈着速度として、福島第一原発事故
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時の 131I 及び Cs についてそれぞれ 0.26 cm/s から 0.57 cm/s、0.19 cm/s から 0.54 cm/s との報告

値 2)や、チョルノービリ原子力発電所事故時の牧草上への 131I の沈着速度として 0.69±0.58cm/s

との報告値 3)等がある。また、典型的な沈着速度は 1cm/s 程度とされており、本計算結果はこれ

らの報告値と概ね一致した。 

 

B 再浮遊係数 

137Cs の再浮遊係数 Sf を(2)式から計算した。 

 

 𝑆𝑆𝑆𝑆 𝐷  再浮遊による粒子状放射性物質の大気中濃度(Bq/m�)
粒子状放射性物質の地表の蓄積量(Bq/m�)                    (2) 

 

再浮遊による粒子状放射性物質の大気中濃度(Bq/m3)は、3地点の採取地点のうち降下物の採取

地点に最も近い MP6 の大気中 137Cs 濃度を用いた。ただし、2011 年 3 月の放射性プルーム飛来時

の大気中 137Cs 濃度は除外し、福島第一原発からの環境放出が落ち着いた 2011 年 4 月から 2021 年

3 月までの期間を計算対象とした。粒子状放射性物質の地表への蓄積量は、降下物の 1 カ月の降

下量(Bq/m2)の任期期間までの積算値とし、2011 年 3 月から 2021 年 3 月までの期間を計算対象と

した。2011 年 4 月から 2021 年 3 月までの再浮遊係数を表 2に、経年変化を図 1 に示す。2011 年

4 月から 2021 年 3月における再浮遊係数の範囲は 3.3×10-6から 3.1×10-10 (m-1)にあり、時間経

過に従い減少傾向を示した。 

再浮遊係数は、一般的に事故初期において 10-4から 10-6（m-1）、その後は 10-8から 10-10（m-1）

とされている。また、永岡らの報告 4)では福島第一原発事故直後の 2011 年 4 月に 8.6×10-6 (m-1)

とされているほか、NCRP の報告 5)では、事故直後に 1.0×10-6 (m-1)、事故後 30 日に 3.3×10-8 

(m- 1)、事故後 1000 日に 1.0×10-9 (m-1)とされている。大洗研究所における再浮遊係数はこれら

報告値と概ね一致した。 

表 2  降下物と大気中 137Cs 濃度から計算した再浮遊係数

 

採取月
経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)
採取月

経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)
採取月

経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)
採取月

経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)
採取月

経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)

2011/04 31 3.3E-06 2013/04 762 3.1E-08 2015/04 1492 3.0E-09 2017/04 2223 5.4E-09 2019/04 2953 1.8E-09

2011/05 61 5.9E-07 2013/05 792 2.3E-08 2015/05 1522 9.2E-09 2017/05 2253 2.8E-09 2019/05 2983 1.0E-09

2011/06 92 1.7E-07 2013/06 823 5.4E-09 2015/06 1553 5.4E-09 2017/06 2284 2.2E-09 2019/06 3014 4.8E-10

2011/07 122 3.9E-08 2013/07 853 9.0E-09 2015/07 1583 2.2E-09 2017/07 2314 1.0E-09 2019/07 3044 -

2011/08 153 4.2E-08 2013/08 884 2.5E-08 2015/08 1614 2.8E-09 2017/08 2345 5.4E-10 2019/08 3075 -

2011/09 184 1.4E-08 2013/09 915 1.8E-08 2015/09 1645 1.8E-09 2017/09 2376 4.5E-10 2019/09 3106 -

2011/10 214 3.6E-08 2013/10 945 5.1E-09 2015/10 1675 3.2E-09 2017/10 2406 3.8E-10 2019/10 3136 3.5E-10

2011/11 245 3.6E-08 2013/11 976 4.8E-09 2015/11 1706 5.4E-09 2017/11 2437 1.3E-09 2019/11 3167 7.0E-10

2011/12 275 1.6E-08 2013/12 1006 5.1E-09 2015/12 1736 7.6E-09 2017/12 2467 2.9E-09 2019/12 3197 4.8E-10

2012/01 306 1.7E-08 2014/01 1037 1.1E-08 2016/01 1767 1.0E-08 2018/01 2498 2.5E-09 2020/01 3228 3.8E-10

2012/02 337 1.9E-08 2014/02 1068 4.5E-09 2016/02 1798 3.1E-09 2018/02 2529 3.2E-09 2020/02 3259 6.4E-10

2012/03 366 1.2E-06 2014/03 1096 1.4E-08 2016/03 1827 4.8E-09 2018/03 2557 5.4E-09 2020/03 3288 2.0E-09

2012/04 397 2.4E-08 2014/04 1127 6.7E-09 2016/04 1858 4.5E-09 2018/04 2588 4.8E-09 2020/04 3319 1.3E-09

2012/05 427 1.7E-07 2014/05 1157 7.6E-09 2016/05 1888 5.7E-09 2018/05 2618 1.5E-09 2020/05 3349 1.3E-09

2012/06 458 1.0E-07 2014/06 1188 5.7E-09 2016/06 1919 3.2E-09 2018/06 2649 8.3E-10 2020/06 3380 -

2012/07 488 2.1E-08 2014/07 1218 2.5E-09 2016/07 1949 8.3E-10 2018/07 2679 5.7E-10 2020/07 3410 3.8E-10

2012/08 519 6.1E-09 2014/08 1249 1.5E-09 2016/08 1980 6.7E-10 2018/08 2710 6.7E-10 2020/08 3441 -

2012/09 550 2.7E-09 2014/09 1280 2.9E-09 2016/09 2011 6.0E-10 2018/09 2741 3.1E-10 2020/09 3472 3.8E-10

2012/10 580 5.8E-09 2014/10 1310 5.7E-09 2016/10 2041 9.2E-10 2018/10 2771 1.4E-09 2020/10 3502 5.4E-10

2012/11 611 8.7E-09 2014/11 1341 4.8E-09 2016/11 2072 1.7E-09 2018/11 2802 7.0E-10 2020/11 3533 1.4E-09

2012/12 641 5.5E-09 2014/12 1371 7.6E-09 2016/12 2102 6.4E-09 2018/12 2832 1.1E-09 2020/12 3563 9.2E-10

2013/01 672 2.8E-09 2015/01 1402 3.5E-09 2017/01 2133 4.8E-09 2019/01 2863 2.8E-09 2021/01 3594 6.0E-10

2013/02 703 2.5E-08 2015/02 1433 2.9E-09 2017/02 2164 1.1E-08 2019/02 2894 2.6E-09 2021/02 3625 3.8E-09

2013/03 731 5.8E-08 2015/03 1461 8.9E-09 2017/03 2192 3.2E-09 2019/03 2922 4.1E-09 2021/03 3653 2.4E-09

注1)  経過日数は2011年3月15日から採取月の15日までの経過日数を示す。

注2)「-」は大気中137Cs濃度が検出下限値未満のため再浮遊係数が算出できなかった。
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図 1  降下物と大気中 137Cs 濃度から計算した再浮遊係数の経年変化 

 

 

C 濃縮係数 

137Cs の濃縮係数 CF を(3)式により計算した。 

 

 𝐶𝐶𝐶𝐶 𝐷  海産物の放射性核種濃度(Bq/kg)
海水の放射性核種濃度(Bq/L)                      (3) 

 

海産物の放射性核種濃度には、ヒラメ、シラス、ハマグリ、ウバガイ、アラメ及びヒジキの可

食部の 137Cs 濃度を用いた。海水の放射性核種濃度には、同日に採取した L 海域、M 海域及び S-5

における海水の 137Cs 濃度の平均値を用いた。海産物と海水の採取日は異なるため、海産物の採取

日を基準とし、直近に採取した海水を濃縮係数の計算に用いた。海産物の 137Cs の濃縮係数につい

て、福島第一原発事故前と事故後の結果をそれぞれ表 3 及び表 4 に、経年変化を図 2 に示す。福

島第一原発事故前の 1989 年 4 月から 2010 年 12 月までの濃縮係数は、ヒラメで 23L/kg から 170 

L/kg、シラスで 10L/kg から 79L/kg、ハマグリで 2L/kg から 20L/kg、ウバガイで 6L/kg から 19 

L/kg、アラメで 8L/kg から 55L/kg、ヒジキで 15L/kg から 39L/kg となった。福島第一原発事故後

の濃縮係数はバラつきが大きくなった。2011 年 7月から 2021 年 11 月の濃縮係数の範囲は、ヒラ

メで 66L/kg から 490L/kg、シラスで 3L/kg から 110L/kg、ハマグリで 14L/kg から 110L/kg、ウバ

ガイで 8L/kg から 160L/kg、アラメで 19L/kg から 330L/kg、ヒジキで 19L/kg から 160L/kg であっ

た。ヒラメは、137Cs が蓄積する筋肉部分（可食部）が測定対象となっていること、栄養段階が他

時の 131I 及び Cs についてそれぞれ 0.26 cm/s から 0.57 cm/s、0.19 cm/s から 0.54 cm/s との報告

値 2)や、チョルノービリ原子力発電所事故時の牧草上への 131I の沈着速度として 0.69±0.58cm/s

との報告値 3)等がある。また、典型的な沈着速度は 1cm/s 程度とされており、本計算結果はこれ

らの報告値と概ね一致した。 

 

B 再浮遊係数 

137Cs の再浮遊係数 Sf を(2)式から計算した。 

 

 𝑆𝑆𝑆𝑆 𝐷  再浮遊による粒子状放射性物質の大気中濃度(Bq/m�)
粒子状放射性物質の地表の蓄積量(Bq/m�)                    (2) 

 

再浮遊による粒子状放射性物質の大気中濃度(Bq/m3)は、3地点の採取地点のうち降下物の採取

地点に最も近い MP6 の大気中 137Cs 濃度を用いた。ただし、2011 年 3 月の放射性プルーム飛来時

の大気中 137Cs 濃度は除外し、福島第一原発からの環境放出が落ち着いた 2011 年 4 月から 2021 年

3 月までの期間を計算対象とした。粒子状放射性物質の地表への蓄積量は、降下物の 1 カ月の降

下量(Bq/m2)の任期期間までの積算値とし、2011 年 3 月から 2021 年 3 月までの期間を計算対象と

した。2011 年 4 月から 2021 年 3 月までの再浮遊係数を表 2に、経年変化を図 1 に示す。2011 年

4 月から 2021 年 3月における再浮遊係数の範囲は 3.3×10-6から 3.1×10-10 (m-1)にあり、時間経

過に従い減少傾向を示した。 

再浮遊係数は、一般的に事故初期において 10-4から 10-6（m-1）、その後は 10-8から 10-10（m-1）

とされている。また、永岡らの報告 4)では福島第一原発事故直後の 2011 年 4 月に 8.6×10-6 (m-1)

とされているほか、NCRP の報告 5)では、事故直後に 1.0×10-6 (m-1)、事故後 30 日に 3.3×10-8 

(m- 1)、事故後 1000 日に 1.0×10-9 (m-1)とされている。大洗研究所における再浮遊係数はこれら

報告値と概ね一致した。 

表 2  降下物と大気中 137Cs 濃度から計算した再浮遊係数

 

採取月
経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)
採取月

経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)
採取月

経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)
採取月

経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)
採取月

経過日数
（日）

再浮遊係数

（m-1)

2011/04 31 3.3E-06 2013/04 762 3.1E-08 2015/04 1492 3.0E-09 2017/04 2223 5.4E-09 2019/04 2953 1.8E-09

2011/05 61 5.9E-07 2013/05 792 2.3E-08 2015/05 1522 9.2E-09 2017/05 2253 2.8E-09 2019/05 2983 1.0E-09

2011/06 92 1.7E-07 2013/06 823 5.4E-09 2015/06 1553 5.4E-09 2017/06 2284 2.2E-09 2019/06 3014 4.8E-10

2011/07 122 3.9E-08 2013/07 853 9.0E-09 2015/07 1583 2.2E-09 2017/07 2314 1.0E-09 2019/07 3044 -

2011/08 153 4.2E-08 2013/08 884 2.5E-08 2015/08 1614 2.8E-09 2017/08 2345 5.4E-10 2019/08 3075 -

2011/09 184 1.4E-08 2013/09 915 1.8E-08 2015/09 1645 1.8E-09 2017/09 2376 4.5E-10 2019/09 3106 -

2011/10 214 3.6E-08 2013/10 945 5.1E-09 2015/10 1675 3.2E-09 2017/10 2406 3.8E-10 2019/10 3136 3.5E-10

2011/11 245 3.6E-08 2013/11 976 4.8E-09 2015/11 1706 5.4E-09 2017/11 2437 1.3E-09 2019/11 3167 7.0E-10

2011/12 275 1.6E-08 2013/12 1006 5.1E-09 2015/12 1736 7.6E-09 2017/12 2467 2.9E-09 2019/12 3197 4.8E-10

2012/01 306 1.7E-08 2014/01 1037 1.1E-08 2016/01 1767 1.0E-08 2018/01 2498 2.5E-09 2020/01 3228 3.8E-10

2012/02 337 1.9E-08 2014/02 1068 4.5E-09 2016/02 1798 3.1E-09 2018/02 2529 3.2E-09 2020/02 3259 6.4E-10

2012/03 366 1.2E-06 2014/03 1096 1.4E-08 2016/03 1827 4.8E-09 2018/03 2557 5.4E-09 2020/03 3288 2.0E-09

2012/04 397 2.4E-08 2014/04 1127 6.7E-09 2016/04 1858 4.5E-09 2018/04 2588 4.8E-09 2020/04 3319 1.3E-09

2012/05 427 1.7E-07 2014/05 1157 7.6E-09 2016/05 1888 5.7E-09 2018/05 2618 1.5E-09 2020/05 3349 1.3E-09

2012/06 458 1.0E-07 2014/06 1188 5.7E-09 2016/06 1919 3.2E-09 2018/06 2649 8.3E-10 2020/06 3380 -

2012/07 488 2.1E-08 2014/07 1218 2.5E-09 2016/07 1949 8.3E-10 2018/07 2679 5.7E-10 2020/07 3410 3.8E-10

2012/08 519 6.1E-09 2014/08 1249 1.5E-09 2016/08 1980 6.7E-10 2018/08 2710 6.7E-10 2020/08 3441 -

2012/09 550 2.7E-09 2014/09 1280 2.9E-09 2016/09 2011 6.0E-10 2018/09 2741 3.1E-10 2020/09 3472 3.8E-10

2012/10 580 5.8E-09 2014/10 1310 5.7E-09 2016/10 2041 9.2E-10 2018/10 2771 1.4E-09 2020/10 3502 5.4E-10

2012/11 611 8.7E-09 2014/11 1341 4.8E-09 2016/11 2072 1.7E-09 2018/11 2802 7.0E-10 2020/11 3533 1.4E-09

2012/12 641 5.5E-09 2014/12 1371 7.6E-09 2016/12 2102 6.4E-09 2018/12 2832 1.1E-09 2020/12 3563 9.2E-10

2013/01 672 2.8E-09 2015/01 1402 3.5E-09 2017/01 2133 4.8E-09 2019/01 2863 2.8E-09 2021/01 3594 6.0E-10

2013/02 703 2.5E-08 2015/02 1433 2.9E-09 2017/02 2164 1.1E-08 2019/02 2894 2.6E-09 2021/02 3625 3.8E-09

2013/03 731 5.8E-08 2015/03 1461 8.9E-09 2017/03 2192 3.2E-09 2019/03 2922 4.1E-09 2021/03 3653 2.4E-09

注1)  経過日数は2011年3月15日から採取月の15日までの経過日数を示す。

注2)「-」は大気中137Cs濃度が検出下限値未満のため再浮遊係数が算出できなかった。
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の海産物に比べ高次にあることから高い値を示した。 

福島第一原発事故前の日本近海における濃縮係数として、魚類で 15L/kg から 175L/kg、貝類で

7L/kg から 65L/kg、藻類で 16L/kg から 64L/kg との報告がある 6)7)。また、Takata らによる報告 6)

では、福島第一原発事故後の 2011 年度から 2016 年度の茨城県周辺海域における魚類の濃縮係数

は 25L/kg から 1027L/kg の範囲と報告されている。大洗研究所における福島第一原発事故前後の

濃縮係数は概ねこれらの報告値の範囲にあった。濃縮係数は一般的に平衡状態を仮定した場合の

濃度比として定義される。福島第一原発事故後は海水 137Cs 濃度の時間変化が顕著であり、海水-

海産物間の 137Cs は非平衡状態にあることが予想される。このため、福島第一原発事故後のデータ

を用いて計算した濃縮係数は平衡状態を仮定した濃縮係数とは区別して扱う必要がある。 

 

表 3 海産物と海水中の 137Cs 濃度から計算した福島第一原発事故前の濃縮係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算術平均 幾何平均 標準偏差 最小値 最大値

ヒラメ 77 71 31 23 170

シラス 40 38 13 10 79

ハマグリ 11 10 4 2 20

ウバガイ 12 12 3 6 19

アラメ 33 31 10 8 55

ヒジキ 24 23 8 15 39

単位：L/kg

項目名
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表 4 海産物と海水中の 137Cs 濃度から計算した福島第一原発事故後の濃縮係数 

 

採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数

2011/9 490 2017/7 460 2011/8 3 2017/10 29

2012/2 300 2017/10 180 2012/7 17 2018/8 50

2012/9 180 2018/7 150 2012/10 49 2018/10 37

2012/11 250 2018/12 190 2013/5 25 2019/6 22

2013/5 210 2019/8 97 2013/10 48 2019/10 110

2013/12 140 2019/11 66 2014/5 18 2020/6 23

2014/7 92 2020/8 150 2014/10 38 2020/10 85

2014/12 120 2020/11 210 2015/7 24

2015/11 200 2015/10 26

2015/12 160 2016/5 24

2016/9 79 2016/10 34

2017/1 93 2017/4 39

単位：L/kg 単位：L/kg

採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数

2011/7 110 2017/4 76 2011/7 160 2017/4 120

2011/10 28 2017/12 49 2011/10 80 2017/12 53

2012/6 17 2018/8 47 2012/6 25 2018/8 32

2012/10 20 2018/11 19 2012/10 15 2018/11 19

2013/4 31 2019/4 62 2013/4 58 2019/5 71

2013/10 14 2019/12 72 2013/10 8 2019/12 33

2014/4 28 2020/6 14 2014/4 46 2020/7 21

2014/10 19 2020/10 49 2014/10 16 2020/10 53

2015/5 21 2015/5 46

2015/12 27 2015/12 33

2016/6 22 2016/6 26

2017/1 15 2017/1 68

単位：L/kg 単位：L/kg

採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数 採取月 濃縮係数

2011/10 330 2017/4 37 2011/10 50 2017/4 25

2012/2 140 2017/10 68 2012/2 26 2017/10 23

2012/6 39 2018/5 36 2012/6 23 2018/5 30

2012/11 56 2019/2 40 2012/11 28 2019/2 76

2013/5 39 2019/4 42 2013/9 19 2019/4 35

2013/10 19 2019/10 24 2013/12 43 2019/10 23

2014/4 110 2020/4 45 2014/4 27 2020/4 38

2014/11 58 2020/10 130 2014/12 53 2020/11 53

2015/4 40 2015/4 77

2015/12 310 2015/12 160

2016/5 35 2016/5 24

2016/12 120 2016/12 49

単位：L/kg 単位：L/kg

ヒラメ シラス

ハマグリ ウバガイ

アラメ ヒジキ

の海産物に比べ高次にあることから高い値を示した。 

福島第一原発事故前の日本近海における濃縮係数として、魚類で 15L/kg から 175L/kg、貝類で

7L/kg から 65L/kg、藻類で 16L/kg から 64L/kg との報告がある 6)7)。また、Takata らによる報告 6)

では、福島第一原発事故後の 2011 年度から 2016 年度の茨城県周辺海域における魚類の濃縮係数

は 25L/kg から 1027L/kg の範囲と報告されている。大洗研究所における福島第一原発事故前後の

濃縮係数は概ねこれらの報告値の範囲にあった。濃縮係数は一般的に平衡状態を仮定した場合の

濃度比として定義される。福島第一原発事故後は海水 137Cs 濃度の時間変化が顕著であり、海水-

海産物間の 137Cs は非平衡状態にあることが予想される。このため、福島第一原発事故後のデータ

を用いて計算した濃縮係数は平衡状態を仮定した濃縮係数とは区別して扱う必要がある。 

 

表 3 海産物と海水中の 137Cs 濃度から計算した福島第一原発事故前の濃縮係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算術平均 幾何平均 標準偏差 最小値 最大値

ヒラメ 77 71 31 23 170

シラス 40 38 13 10 79

ハマグリ 11 10 4 2 20

ウバガイ 12 12 3 6 19

アラメ 33 31 10 8 55

ヒジキ 24 23 8 15 39

単位：L/kg
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図 2 海産物と海水中の 137Cs 濃度から計算した濃縮係数の経年変化 

 

D 分配係数 

137Cs の分配係数 Kd を(4)式により計算した。 

 

 𝐾𝐾𝐾𝐾 𝐷  海底土の放射性核種濃度(Bq/kg)
海水の放射性核種濃度(Bq/L)                      (4) 

 

海底土の放射性核種濃度には、L 海域、M海域、S-3 及び S-5 の 137Cs 濃度を、海水の放射性核種

濃度には、L海域、M海域、S-3 及び S-5 における海水の 137Cs 濃度を用いた。福島第一原発事故前

の分配係数については、1990 年代頃から記録のある S-3 及び S-5 を対象とした。福島第一原発事

故前後の 137Cs の分配係数の結果をそれぞれ表 5及び表 6に、経年変化を図 3に示す。福島第一原

発事故前の 1989 年 4 月から 2011 年 1 月までの S-3 及び S-5 の分配係数はそれぞれ 140L/kg から

350L/kg 及び 140L/kg から 580L/kg の範囲にあった。福島第一原発事故後の分配係数はバラつき

が大きく、全体としては上昇傾向を示した。2011 年 7 月から 2021 年 1 月の濃縮係数は、L海域で

は 110L/kg から 1,400L/kg、M海域では 97L/kg から 1,400L/kg、S-3 では 130L/kg から 2,700L/kg、

S-5 では 160L/kg から 3,200L/kg の範囲にあった。 

Kusakabe らは 1984 年から 2018 年頃までの全国の分配係数をまとめており、茨城県周辺海域の

福島第一原発事故前の分配係数として 270L/kg から 1,214L/kg、事故後の分配係数として 100L/kg

から 40,000L/kg を報告している 8)。本報で計算した福島第一原発事故前後の分配係数は概ねこの

報告の範囲にあった。福島第一原発事故後のデータを用いて計算した分配係数は濃縮係数と同様
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の理由により、平衡状態を仮定した分配係数とは区別して扱う必要がある。 

 

表 5 海底土と海水中の 137Cs 濃度から計算した福島第一原発事故前の分配係数 

 

 

 

表 6 海底土と海水中の 137Cs 濃度から計算した福島第一原発事故後の分配係数 

 

 

 

地点名 算術平均 幾何平均 標準偏差 最小値 最大値

S-3 230 220 61 140 350

S-5 290 270 97 140 580

単位：L/kg

採取月 分配係数 採取月 分配係数 採取月 分配係数 採取月 分配係数 採取月 分配係数 採取月 分配係数

2011/10 4.7E+02 2015/1 3.7E+02 2018/4 9.5E+02 2011/10 4.6E+02 2015/1 9.8E+02 2018/4 1.4E+03

2012/1 6.8E+02 2015/4 6.0E+02 2018/7 1.2E+03 2012/1 3.9E+02 2015/4 4.8E+02 2018/7 6.3E+02

2012/4 1.0E+03 2015/7 7.2E+02 2018/10 8.5E+02 2012/4 2.7E+02 2015/7 4.3E+02 2018/10 7.7E+02

2012/7 1.1E+02 2015/10 4.7E+02 2019/1 1.3E+03 2012/7 4.5E+02 2015/10 1.4E+03 2019/1 4.3E+02

2012/10 4.9E+02 2016/1 4.6E+02 2019/4 9.6E+02 2012/10 1.4E+02 2016/1 4.5E+02 2019/4 1.2E+03

2013/1 3.5E+02 2016/4 6.2E+02 2019/7 4.7E+02 2013/1 3.2E+02 2016/4 3.6E+02 2019/7 8.4E+02

2013/4 6.9E+02 2016/7 7.6E+02 2019/11 6.8E+02 2013/4 2.9E+02 2016/7 4.8E+02 2019/11 1.0E+03

2013/7 5.8E+02 2016/10 8.3E+02 2020/2 8.5E+02 2013/7 5.9E+02 2016/10 7.4E+02 2020/2 5.7E+02

2013/10 1.9E+02 2017/1 1.3E+03 2020/5 1.4E+03 2013/10 3.9E+02 2017/1 4.0E+02 2020/5 4.8E+02

2014/1 8.9E+02 2017/4 8.9E+02 2020/8 1.3E+03 2014/1 9.7E+01 2017/4 8.6E+02 2020/8 1.0E+03

2014/4 4.2E+02 2017/7 1.1E+03 2020/11 1.0E+03 2014/4 1.2E+03 2017/7 6.9E+02 2020/11 5.6E+02

2014/7 3.3E+02 2017/11 6.9E+02 2021/1 9.1E+02 2014/7 7.8E+02 2017/11 6.7E+02 2021/1 6.7E+02

2014/10 4.2E+02 2018/1 1.0E+03 2014/10 3.8E+02 2018/1 3.9E+02

単位：L/kg 単位：L/kg

採取月 分配係数 採取月 分配係数 採取月 分配係数 採取月 分配係数 採取月 分配係数 採取月 分配係数

2011/7 1.3E+02 2014/10 6.1E+02 2018/1 6.7E+02 2011/7 1.6E+02 2014/10 1.2E+03 2018/1 3.2E+03

2011/10 4.6E+02 2015/1 2.7E+03 2018/4 6.8E+02 2011/10 1.0E+03 2015/1 3.2E+03 2018/4 1.2E+03

2012/1 7.2E+02 2015/4 7.7E+02 2018/7 8.6E+02 2012/1 1.7E+03 2015/4 2.1E+03 2018/7 1.8E+03

2012/4 7.4E+02 2015/7 7.5E+02 2018/10 3.9E+02 2012/4 2.1E+03 2015/7 1.7E+03 2018/10 1.2E+03

2012/7 1.8E+02 2015/10 4.0E+02 2019/1 5.2E+02 2012/7 1.1E+03 2015/10 1.0E+03 2019/1 1.1E+03

2012/10 2.0E+02 2016/1 5.5E+02 2019/4 7.0E+02 2012/10 1.1E+03 2016/1 1.2E+03 2019/4 1.6E+03

2013/1 2.0E+02 2016/4 1.0E+03 2019/7 5.0E+02 2013/1 2.3E+03 2016/4 2.0E+03 2019/7 7.5E+02

2013/4 4.5E+02 2016/7 7.3E+02 2019/11 2.6E+02 2013/4 1.4E+03 2016/7 2.1E+03 2019/11 6.9E+02

2013/7 3.5E+02 2016/10 7.4E+02 2020/2 4.0E+02 2013/7 2.0E+03 2016/10 8.1E+02 2020/2 1.6E+03

2013/10 1.3E+02 2017/1 1.0E+03 2020/5 1.7E+03 2013/10 4.3E+02 2017/1 1.2E+03 2020/5 1.3E+03

2014/1 5.2E+02 2017/4 5.0E+02 2020/8 8.6E+02 2014/1 1.7E+03 2017/4 1.7E+03 2020/8 1.8E+03

2014/4 9.2E+02 2017/7 5.3E+02 2020/11 6.4E+02 2014/4 1.2E+03 2017/7 1.6E+03 2020/11 1.6E+03

2014/7 5.4E+02 2017/11 5.1E+02 2021/1 1.2E+03 2014/7 9.1E+02 2017/11 1.2E+03 2021/1 1.9E+03

単位：L/kg 単位：L/kg

S-5

L海域 M海域

S-3

 

図 2 海産物と海水中の 137Cs 濃度から計算した濃縮係数の経年変化 

 

D 分配係数 

137Cs の分配係数 Kd を(4)式により計算した。 

 

 𝐾𝐾𝐾𝐾 𝐷  海底土の放射性核種濃度(Bq/kg)
海水の放射性核種濃度(Bq/L)                      (4) 

 

海底土の放射性核種濃度には、L海域、M海域、S-3 及び S-5 の 137Cs 濃度を、海水の放射性核種

濃度には、L海域、M海域、S-3 及び S-5 における海水の 137Cs 濃度を用いた。福島第一原発事故前

の分配係数については、1990 年代頃から記録のある S-3 及び S-5 を対象とした。福島第一原発事

故前後の 137Cs の分配係数の結果をそれぞれ表 5及び表 6に、経年変化を図 3に示す。福島第一原

発事故前の 1989 年 4 月から 2011 年 1 月までの S-3 及び S-5 の分配係数はそれぞれ 140L/kg から

350L/kg 及び 140L/kg から 580L/kg の範囲にあった。福島第一原発事故後の分配係数はバラつき

が大きく、全体としては上昇傾向を示した。2011 年 7 月から 2021 年 1 月の濃縮係数は、L海域で

は 110L/kg から 1,400L/kg、M海域では 97L/kg から 1,400L/kg、S-3 では 130L/kg から 2,700L/kg、

S-5 では 160L/kg から 3,200L/kg の範囲にあった。 

Kusakabe らは 1984 年から 2018 年頃までの全国の分配係数をまとめており、茨城県周辺海域の

福島第一原発事故前の分配係数として 270L/kg から 1,214L/kg、事故後の分配係数として 100L/kg

から 40,000L/kg を報告している 8)。本報で計算した福島第一原発事故前後の分配係数は概ねこの

報告の範囲にあった。福島第一原発事故後のデータを用いて計算した分配係数は濃縮係数と同様
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図 3 海底土と海水中の 137Cs 濃度から計算した分配係数の経年変化 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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乗数 名称 名称記号 記号乗数



国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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